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板
東
俘 ふ
虜 り
ょ収
容
所
で
ド
イ
ツ
兵
捕
虜
に
よ
っ
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ベ
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ー

ヴ
ェ
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第
九
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が
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め
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迎
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６
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え
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第
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わ
れ
ま
し
た
。
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2平成30年７月号

「
第
九
」ア
ジ
ア
初
演
１
０
０
周
年
記
念
事
業

写
真
で
振
り
返
る「
歓
喜
の
歌
」

6/1

5/27 子どもと大人のベートーヴェン「第九」交響曲第４楽章演奏会

よみがえる「第九」演奏会

子
ど
も
と
大
人
の

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン「
第
九
」 

交
響
曲
第
４
楽
章
演
奏
会

　
初
め
に
、
市
在
住
の
児
童
文
学
作

家
く
す
の
き 

し
げ
の
り
氏
が
板
東
俘ふ

虜り
ょ

収
容
所
の
史
実
を
基
に
制
作
し
た

絵
本
を
泉
市
長
が
朗
読
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
撫
養
・
林
崎
・
第
一
・

板
東
の
市
内
４
小
学
校
の
児
童
と
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鳴
門「
第
九
」を
歌
う

会
の
有
志
ら
の
大
人
の
コ
ー
ラ
ス
、

徳
島
交
響
楽
団
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
が
、「
第
九
」の
第
４
楽
章
を
演

奏
し
、
会
場
は
温
か
い
拍
手
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

よ
み
が
え
る「
第
九
」

演
奏
会

　
演
奏
会
は
、
１
０
０
年
前
と
同
じ

6
月
1
日
午
後
6
時
30
分
か
ら
市
ド

イ
ツ
館
前
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
演
と
同
じ
よ
う
に
男
性
だ
け
の
合

唱
と
独
唱
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
観
客

は
力
強
く
た
く
ま
し
い
音
色
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。
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祖父はドイツ兵で、板東俘虜収容所で
楽器奏者として活躍。
　子孫として鳴門で第九を歌うことが
できて、とても興奮した。天国からお
じいさんの思いが降りてきたように 
感じた。

祖父はドイツ兵で、「ドイツ兵の慰霊碑」
の建設に携わった。
　ドイツ兵の慰霊碑の清掃を続けてき
た髙橋氏と出会えて、本当に幸せだっ
た。鳴門の子どもたちに髙橋さんの心
が受け継がれていると感じた。

鳴門中学校１年　記念事業の開幕イベ
ントでクラリネットを演奏。
　お互いに頑張ろうと声を掛けあい、
みんなで頑張った。
　これからは、「第九」初演の歴史や歌の
素晴らしさを多くの人に伝えていきたい。

板東小学校６年　記念事業の開幕イベ
ントに合唱で参加。
　自分が生まれ育った町で、100年前
に「第九」が歌われていたことを誇りに
思いながら歌った。これからも「第九」
を歌いたい。

スザンネ・
ハーケ 氏

シュテファン・
プフルーガー 氏

稲
いな

付
づき

 結
ゆう

音
ね

 さん

藤本 璃
り

衣
い

 さん

6/3

6/2

6/3

6/1アフター交流会

第37回ベートーヴェン「第九」交響曲演奏会

第37回ベートーヴェン「第九」交響曲演奏会

「
第
九
」交
響
曲
演
奏
会

　
１
０
０
周
年
を
記
念
し
、
今
年
は

２
日
に
拡
大
し
て
演
奏
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
日
本
全
国
か
ら
、そ
し
て
、

ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
か
ら
も

参
加
し
た
合
唱
団
が
、「
歓
喜
の
歌
」

を
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
演
奏
会
終
了
後
の
交
流
会

で
は
、
鳴
門
の
名
産
品
や
阿
波
踊
り

を
楽
し
み
な
が
ら
、
参
加
者
ら
は
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年

　
板
東
俘
虜
収
容
所
か
ら
始
ま
っ
た

友
愛
の
精
神
と「
第
九
」は
、
１
０
０

年
後
、「
鳴
門
の
宝
」と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、
こ
の
宝
を
次
世
代
に
伝
え
る
役

割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。も
う
、

次
の
１
０
０
年
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

記念事業の参加者の声
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ド
イ
ツ
兵
の
子
孫
ら
と

と
も
に
１
０
０
年
を
祝
う

　
6
月
1
日
、「
第
九
」ア
ジ
ア
初
演

１
０
０
周
年
記
念
式
典
が
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
リ
ゾ
ー
ト
ナ
ル
ト
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
に
は
、
ド
イ
ツ
兵
の
子
孫

の
方
々
を
含
む
約
１
０
０
人
が
出
席
。

　
式
典
で
は
、
日
独
交
流
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
ド
イ
ツ
兵
の

子
息
の
ブ
ル
ー
ノ
・
ハ
ー
ケ
氏（
同

氏
の
娘
ス
ザ
ン
ネ
・
ハ
ー
ケ
氏
が
代

理
出
席
）と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン「
第

九
」交
響
曲
演
奏
会
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鳴
門「
第

九
」を
歌
う
会
の
大
塚 

道
子
理
事
長

に
市
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。（
写
真
①
）

　
ま
た
、ド
イ
ツ
兵
の
孫
の
ペ
ト
ラ・

ボ
ー
ナ
ー
さ
ん
か
ら
１
０
０
年
前
に

「
第
九
」が
初
め
て
演
奏
さ
れ
た
際
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
、
市
へ
贈
ら
れ

ま
し
た
。（
写
真
②
）さ
ら
に
、
祖
父

が
ド
イ
ツ
兵
慰
霊
碑
の
建
立
に
関

わ
っ
た
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン・プ
フ
ル
ー
ガ
ー

氏
か
ら
は
、
同
碑
の
清
掃
を
母
親
と

と
も
に
続
け
て
き
た
髙
橋 

敏
夫
氏

と
市
へ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
千
個

が
贈
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、「
第
九
」初
演
１
０
０
年

日
独
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
第
九
永と

遠わ

な

り
」が
開
か
れ
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン・

ヴ
ル
フ
元
ド
イ
ツ
大
統
領
の
基
調
講

演
の
あ
と
、
同
氏
、
ウ
ル
リ
ヒ
・
メ

ド
ケ 

リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
長
、
齋

藤 

勝
会
津
若
松
市
副
市
長
、
全
日

本「
第
九
を
歌
う
会
」連
合
会
の
亀
井 

俊
明
名
誉
会
長
、
泉
市
長
の
５
人
で

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。（
写
真
③
）

慰
霊
碑
前
で

友
情
を
確
認

　
式
典
終
了
後
、
ド
イ
ツ
兵
の
子
孫

の
方
々
は
、
板
東
俘ふ

虜り
ょ

収
容
所
跡
地

に
あ
る
ド
イ
ツ
村
公
園
内
の
慰
霊
碑

で
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

　
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
プ
フ
ル
ー
ガ
ー
氏

と
髙
橋 

敏
夫
氏
が
慰
霊
碑
の
前
で
初

め
て
の
対
面
を
果
た
し
、
が
っ
ち
り
と

固
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。「
長
年

の
供
養
に
感
謝
し
ま
す
」と
シュテ
フ
ァ

ン
氏
。
髙
橋
氏
は「
感
激
で
す
」と
言

葉
を
交
わ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お

互
い
に
手
を
取
り
、
共
に
献
花
台
に

花
を
捧
げ
ま
し
た
。（
写
真
④
）

松
江
所
長
の

功
績
を
顕
彰

　
午
後
5
時
30
分
か
ら
は
、
板
東
俘

虜
収
容
所
の
所
長
で
あ
っ
た
松
江 

豊と
よ

壽ひ
さ

氏
の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
、

松
江
豊
寿
銅
像
建
立
実
行
委
員
会
が

制
作
し
た
銅
像
の
除
幕
式
が
行
わ

れ
、
松
江
氏
の
孫
な
ど
約
１
０
０
人

が
出
席
し
ま
し
た
。
同
実
行
委
員
会

の
林 

宏
明
代
表
は「
世
界
平
和
を
願

い
、
松
江
氏
の
功
績
を
後
世
に
つ
な

げ
、
い
つ
ま
で
も
顕
彰
し
て
い
き 

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。（
写
真
⑤
）

市
ド
イ
ツ
館
で

先
祖
の
足
跡
を
た
ど
る

　
翌
6
月
2
日
、
ド
イ
ツ
兵
の
子
孫

の
方
々
は
、
市
ド
イ
ツ
館
を
訪
れ
、

先
祖
た
ち
が
過
ご
し
た
収
容
所
の
写

真
や
文
書
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
中
に
は
、
自
分
の
先
祖
が
写
っ
た

写
真
な
ど
を
見
つ
け
る
子
孫
も
お
り
、

１
０
０
年
の
と
き
を
越
え
て
、
日
独

友
好
の
始
ま
り
と
な
っ
た
板
東
の
歴
史

に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。（
写
真
⑥
）

バ
ン
ド
ー
の
友
愛
の
絆
を
深
め
た
３
日
間

●③

●⑥

●②

●⑤

●①

●④
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史
跡
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み

　
市
ド
イ
ツ
村
公
園
と
そ
の
周
辺

は
、
か
つ
て
収
容
所
が
開
設
さ
れ
た

跡
地（
遺
跡
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

収
容
所
跡
地
の
発
掘
調
査
や
測
量
調

査
を
実
施
し
、
日
本
側
の
管
理
棟
や

ド
イ
ツ
兵
を
収
容
し
た
兵
舎
、倉
庫
、

製
パ
ン
所
な
ど
の
基
礎
遺
構
を
確
認

し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
成
果
と
合
わ

せ
、
市
ド
イ
ツ
館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
当
時
の
写
真
を
は
じ
め
、
捕
虜

た
ち
の
収
容
生
活
や
文
化
的
活
動
に

関
す
る
資
料
を
参
考
に
し
て
研
究
を

進
め
た
結
果
、
収
容
所
に
建
設
さ
れ

て
い
た
各
施
設
の
外
観
や
基
本
構
造

の
ほ
か
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
収
容
生 

活
の
様
子
が
具
体
的
に
把
握
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、

本
年
１
月
24
日
、
本
市
か
ら
文
部
科

学
省
に
史
跡
指
定
に
関
す
る
意
見
具

申
書（
申
請
書
）を
提
出
し
ま
し
た
。

文
化
財
と
し
て
の
価
値

　
現
地
に
は
、
収
容
所
に
建
設
さ
れ

た
各
施
設
の
基
礎
遺
構
が
多
く
残

り
、
こ
こ
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

裏
付
け
る
資
料
も
豊
富
に
残
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
第
１
次
世
界
大
戦
に

関
す
る
遺
跡
と
し
て
国
内
に
お
い
て

希
少
な
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
交

戦
国
間
に
お
け
る
文
化
交
流
を
象
徴

す
る
遺
跡
と
し
て
重
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

下士官以下の捕虜を収容した兵舎棟の基礎

製パン所にあったパン焼き窯の基礎

　国の文化審議会（文化財分科会）が６月15日に開催
され、本市の「板東俘虜収容所跡（大麻町桧）」を国史
跡に指定するよう文部科学大臣に答申されました。
今後、年内中には官報で告示され、正式に指定され
る予定です。
　市では、収容所跡を地域の貴重な歴史文化遺産と

して大切に未来に引き継ぐとともに、より多くの方々
に、収容所の歴史的背景や当時の様子、そしてそこ
で育まれた友愛の史実に思いをはせていただけるよ
う保存活用に努めます。

問 市教育委員会生涯学習人権課  ☎088・686・8807

鳴門日独友好協会創立40周年記念写真展
写真募集

　今年、鳴門日独友好協会は創立40周年を迎えま
す。このことを記念して、9月下旬から12月上旬
まで、市ドイツ館および市役所本庁舎2階の市民
ギャラリーで開催する写真展の写真を募集します。
【応募規定】
　①�リューネブルク市民と鳴門市民の交流の様子を
撮影した写真

　②4つ切りで1人2点まで
　※�応募多数の場合は、選考させていただく場合
があります。

　※�写真の返却を希望される方には、写真展終了
後、返却します。

【申し込み】
　�７月31日（火）までに住所・氏名・電話番号・撮
影年月・撮影場所、簡単な写真の説明（50文字程
度）と写真を、鳴門日独友好協会事務局（市文化
交流推進課内�☎088・684・1150）へ。

「ばんどうの鐘」再びバンドーに響く
　日独友好のシンボルとして知られる「ばんどうの
鐘」は昨夏からタイマーの故障で音が鳴らなくなっ
ていました。市では、時計の修理を試みましたが、
旧式のため、代替品が見つからず、対応に苦慮し
ていました。
　こうした中、５月20日付の徳島新聞に同内容が
掲載されたところ、それを知った吉野川市の吉田
昌美氏が市にタイマーの類似品を寄贈してくださ
り、５月24日から再び音を響かせ始めました。
　６月13日、市は、吉田氏のご厚意に対し、感謝
状を贈呈しました。

「板東俘
ふ

虜
りょ

収容所跡」が国指定史跡になります
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間 

寛
平
氏
が
来
場
し
、会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

【
日
　
時
】8
月
9
日（
木
）、
10
日（
金
）、
11

日（
土
・
祝
）午
後
7
時
～
10
時

【
場
　
所
】Ｊ
Ｒ
鳴
門
駅
西
側
特
設
演
舞
場

※
雨
天
時
は
、
市
文
化
会
館
で
開
催
。

※
駐
車
場
は
市
文
化
会
館
周
辺
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
入
場
整
理
券
】小
学
生
以
上
：
前
売
り

７
０
０
円（
当
日
千
円
）

※ 

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
参
の
方
は
半

額
。
介
護
者
は
１
人
ま
で
半
額
。

　   

な
る
と
素
人
名
人
会

　
歌
や
踊
り
な
ど
、
持
ち

芸
を
競
う
素
人
名
人
会
を

開
催
し
ま
す
。（
観
覧
無
料
）

　
出
場
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】8
月
11
日（
土
・
祝
）　

　
予
　
選
：
午
前
10
時
～

　
決
勝
戦
：
午
後
２
時
30
分
～
４
時

【
場
　
所
】市
文
化
会
館

【
内
　
容
】決
勝
戦
は
、
石
田 

靖
氏
が
司
会

を
行
い
、
間 

寛
平
氏
が
審
査
員
に
加
わ

り
、
会
場
を
盛
り
あ
げ
ま
す
。

【
問
・
申
し
込
み
】７
月
20
日（
金
）ま
で
に
市
文

化
会
館
ま
た
は
市
役
所
本
庁
１
階
案
内
で
配

布
す
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
持
参
の
い
ず
れ
か
で
市

文
化
会
館（
☎
０
８
８・
６
８
５・
７
０
８
８

／
FAX
０
８
８・６
８
５・６
８
３
８
）へ
。

※
持
参
の
場
合
は
休
館
日
を
除
く
午
前
８

時
半
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

　
　 

納
涼
花
火
大
会

　
今
年
は「
第
九
」ア
ジ
ア
初
演
１
０
０
周
年

を
記
念
し
、
四
国
最
大
級
の
１
万
発
の
花
火

が
鳴
門
の
夜
空
を
彩
り
ま
す
。

【
日
　
時
】８
月
７
日（
火
）

　
　
　
　
午
後
７
時
45
分
～
８
時
50
分

※
少
雨
決
行
。
荒
天
時
は
８
月
31
日（
金
）に
順
延
。

【
場
　
所
】撫
養
川
沿
い
親
水
公
園
周
辺

【
臨
時
駐
車
場
】ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門
駐
車
場

（
１
台
／
５
０
０
円
）。
会
場
ま
で
は
無
料

の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス（
午
後
５
時
発
～
）を
運

行
し
ま
す
。

【
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
】当
日
午
後
５
時
15
分
頃
か

ら
45
分
ま
で
、
城
見
橋
北
西
桟
橋
付
近
で

ボ
ー
ト
レ
ー
サ
ー
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

や
文
明
橋

⇔

城
見
橋
間
で
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
航
走
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

す
だ
ち
ジ
ュ
ー
ス
の
無
料
サ
ン
プ
リ
ン
グ

も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
公
共
交

通
機
関
で
の
ご
来
場
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

有
料
観
覧
席（
う
ず
し
お
橋
北
東
側
）

【
価
　
格
】１
人
千
円
。
市
う
ず
し
お
観
光
協

会
の
み
で
販
売
し
ま
す
。（
３
歳
以
上
小
学

生
未
満
の
方
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育

手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持

参
の
方
は
半
額
。介
護
者
は
１
人
ま
で
半
額
。）

【
販
売
座
席
数
】１
３
０
０
席

　   

選
抜
阿
波
お
ど
り
大
会

　
桟
敷
と
は
違
っ
た
、
工
夫
を
凝
ら
し
た

演
出
の
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。

【
日
　
時
】８
月
８
日（
水
）

　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

【
場
　
所
】市
文
化
会
館

【
入
場
整
理
券
】小
学
生
以
上
：
前
売
り

７
０
０
円（
当
日
８
０
０
円
）

※ 

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
参
の
方
は

半
額
。
介
護
者
は
１
人
ま
で
半
額
。

※
市
う
ず
し
お
観
光
協
会
、
チ
ケ
ッ
ト
パ

　
ル
、
市
文
化
会
館
で
販
売
し
ま
す
。

      

阿
波
お
ど
り

　
今
年
も
８
月
９
日（
木
）か
ら
11
日（
土
・
祝
）

ま
で
の
３
日
間
、
鳴
門
市
阿
波
お
ど
り
を
開
催

し
ま
す
。
今
年
は
新
た
に
、
西
桟
敷
を
舞
台 

形
式
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し「
舞
台
お
ど
り
」を
、

東
桟
敷
で
は「
流
し
お
ど
り
」を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
阿
波
お
ど
り
期
間
中
に
は
、
鳴

門
市
阿
波
お
ど
り
Ｐ
Ｒ
大
使
の
石
田 

靖
氏

や
鳴
門
観
光
大
使
の
板
東 

英
二
氏
の
ほ
か
、 

８/７

花火大会・阿波おどり会場およびその周辺での
ドローンなど小型無人航空機の飛行を禁止します

　各コンビニやチケットぴあ店舗、市うずしお
観光協会で購入できます。同協会以外で購入の
際は、チケット別のコードナンバーが必要です。
売り切れ次第終了。
・阿波おどり（Ｐコード：639-383、
　　　　　　Ｌコード：62493）
※Ｐコード＝サークルＫ・サンクス、
　　　　　　セブンイレブン
　Ｌコード＝ローソン、
　　　　　　ミニストップ

阿波おどり チケット情報

■ 各種チケットの販売、
　 花火有料観覧席申し込み

▼市うずしお観光協会
　〒772・0003　撫養町南浜字東浜165-10
　☎088・684・1731��FAX088・684・1732
　Ｅメール：�info@naruto-kankou.jp
■ 花火大会・阿波おどり全般

▼鳴門商工会議所　　☎088・685・3748

▼市役所観光振興課　☎088・684･1746

問い合わせ先

花
火
大
会
・
阿
波
お
ど
り

鳴
門
の
夏
を
楽
し
も
う

８/９
～11 ８/８

８/11

花火大会

阿波
おどり
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間 

寛
平
氏
が
来
場
し
、会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

【
日
　
時
】8
月
9
日（
木
）、
10
日（
金
）、
11

日（
土
・
祝
）午
後
7
時
～
10
時

【
場
　
所
】Ｊ
Ｒ
鳴
門
駅
西
側
特
設
演
舞
場

※
雨
天
時
は
、
市
文
化
会
館
で
開
催
。

※
駐
車
場
は
市
文
化
会
館
周
辺
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
入
場
整
理
券
】小
学
生
以
上
：
前
売
り

７
０
０
円（
当
日
千
円
）

※ 

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
参
の
方
は
半

額
。
介
護
者
は
１
人
ま
で
半
額
。

　   

な
る
と
素
人
名
人
会

　
歌
や
踊
り
な
ど
、
持
ち

芸
を
競
う
素
人
名
人
会
を

開
催
し
ま
す
。（
観
覧
無
料
）

　
出
場
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】8
月
11
日（
土
・
祝
）　

　
予
　
選
：
午
前
10
時
～

　
決
勝
戦
：
午
後
２
時
30
分
～
４
時

【
場
　
所
】市
文
化
会
館

【
内
　
容
】決
勝
戦
は
、
石
田 

靖
氏
が
司
会

を
行
い
、
間 

寛
平
氏
が
審
査
員
に
加
わ

り
、
会
場
を
盛
り
あ
げ
ま
す
。

【
問
・
申
し
込
み
】７
月
20
日（
金
）ま
で
に
市
文

化
会
館
ま
た
は
市
役
所
本
庁
１
階
案
内
で
配

布
す
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
持
参
の
い
ず
れ
か
で
市

文
化
会
館（
☎
０
８
８・
６
８
５・
７
０
８
８

／
FAX
０
８
８・６
８
５・６
８
３
８
）へ
。

※
持
参
の
場
合
は
休
館
日
を
除
く
午
前
８

時
半
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

#鳴スタで投稿！�応募締め切り：平成31年２月６日（水）午後５時まで

　「N
ナ ル ス タ グ ラ ム
arustagram」は、写真投稿アプリ「I

イン ス タ グ ラ ム
nstagram」

を活用した、写真動画コンテストです。鳴門の魅
力が伝わる写真や動画を投稿してみませ
んか。入賞された方には、賞金や市の
地場産品などを贈呈します。詳しくは
「Narustagram」で検索を。
【募集／副賞】
■写真部門：Instagramアプリ内での加工は自由。
／最優秀賞：２万円（１点）、優秀賞：１万円（３点）、
うまいもん賞・特別賞：地場産品（10点）
■動画部門：加工・編集は自由とし、15秒から60秒
までのもの。／最優秀賞：２万円（１点）、優秀賞：
１万円（２点）、特別賞：地場産品（３点）

【結果発表】�平成31年３月上旬ごろ
※受賞者には、Instagramのダイレクトメッセージで
市公式アカウントから連絡します。

【応募方法】
①スマートフォンやタブレットにInstagramをイ
ンストール。
②Instagramで市公式アカウント「@narutocity_
off icial」をフォロー。
③鳴門のおすすめグルメやきれいな風景などを撮
影してください。過去に撮影したものでも可。
④撮影した作品にハッシュタグ「#鳴スタ」を付け
て投稿してください。
※複数投稿可能ですが、受賞は１人１点まで。

【注意事項（一部抜粋）】
●作品は本人が撮影した未発表のものに限ります。
●被写体の肖像権や著作権などは、応募者の責任
で承諾を得てください。
●作品は市公式アカウントから再投稿します。

問�市役所情報化推進室
　�☎088・684・1450～鳴門でInstagram！�写真動画コンテスト～

作品
募集中

平成30年度国民年金保険料の免除・納付
猶予申請を７月より受付開始します 問�市役所市民課�☎088・684・1138
　老齢基礎年金とは、国民年金に10年以上加入した
人が65歳から受ける、全国民に共通した年金です。
老齢基礎年金額は40年間加入した場合に満額となり、
それに満たない場合は、その期間に応じて減額され
ます。未納期間は加入期間と見なされないため、経
済的な理由などで保険料の納付が困難な場合は、申
請により、所得審査の上で保険料の納付が免除また
は、猶予される制度があります。
　保険料の免除や猶予を受けず、保険料を納め忘れ
の状態で、万が一、障がいや死亡といった不慮の事
態が発生すると、障害基礎年金や遺族基礎年金が受

けられない場合がありますので、速やかに手続きを
お願いします。
※申請は原則として毎年必要です。申請時点の２年
１カ月前の月分まで、免除を申請できます。
※所得審査対象者の方で、退職（失業）された方は、
失業日の翌々年６月分までは所得状況を除外して
審査が行われます。（ただし、雇用保険受給資格者
証、離職票などの写しが必要です。）
◆手続きに必要なもの
　①�年金手帳もしくは基礎年金番号通知書
　②�印鑑

免除の
種　類

月々の
保険料

所得審査
対象者

その他の
要　件 所得基準の目安（上限額） 年金受け取り時

定額納付 16,340円 満　　　　　額

全額免除 0円
本　人
配偶者
世帯主

（扶養親族等の数+1）×35万円+22万円 定額納付時の1/2

3/4免除 4,090円 78万円+扶養親族等控除額+社会保険料控除等 定額納付時の5/8

半額免除 8,170円 118万円+扶養親族等控除額+社会保険料控除等 定額納付時の3/4

1/4免除 12,260円 158万円+扶養親族等控除額+社会保険料控除等 定額納付時の7/8

納付猶予 本　人
配偶者

本人は
50歳未満 （扶養親族等の数+1）×35万円+22万円 な　　　　　し
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答
申
書
に
は
、答
申
内
容
の
ほ
か
、

水
道
料
金
の
改
定
に
あ
た
っ
て
の
留

意
事
項
と
し
て
附
帯
意
見
が
付
せ
ら

れ
ま
し
た
。

【
答
申
内
容
】

1 

改
定
時
期

　
料
金
改
定
の
時
期
が
遅
く
な
る
ほ

ど
料
金
改
定
率
が
高
く
な
る
こ
と
か

ら
、
水
道
利
用
者
へ
の
適
切
な
周
知

期
間
を
設
け
た
上
で
、
可
能
な
か
ぎ

り
早
期
に
改
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し

く
、
改
定
時
期
は
平
成
31
年
度
当
初

と
す
る
こ
と
が
妥
当
。

2 

算
定
期
間

　
料
金
算
定
に
あ
た
り
、
水
道
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
か
か
る
原
価
を
積
算
す

る
期
間
で
あ
る
料
金
算
定
期
間
は
、

水
道
料
金
の
安
定
性
や
公
平
性
な
ど

を
考
慮
し
、
平
成
31
年
度
か
ら
35
年

度
ま
で
の
５
年
間
と
す
る
こ
と
が 

妥
当
。

3 

改
定
率

　
料
金
算
定
は
、
地
方
公
営
企
業
法

な
ど
で
適
当
と
さ
れ
、
多
く
の
事
業

体
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
総
括
原
価

方
式
に
よ
る
こ
と
と
し
、
鳴
門
市
水

道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
収
支
見
通
し
や

近
隣
事
業
体
の
料
金
水
準
、
利
用
者

負
担
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、

平
均
改
定
率
を
20
％
程
度
と
す
る
こ

と
が
妥
当
。

【
附
帯
意
見
】

①
経
営
の
合
理
化
へ
の
取
り
組
み

　
水
道
事
業
の
経
営
に
当
た
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
営
努
力
に
と
ど
ま
る
こ

と
な
く
、
今
後
も
さ
ら
な
る
経
営
の

合
理
化
や
効
率
化
に
努
め
る
こ
と
。

②
収
益
の
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み

　
あ
ら
ゆ
る
収
入
に
つ
い
て
増
収
の

検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
市
全
体
の

取
り
組
み
と
し
て
、
市
の
魅
力
を
高

め
る
こ
と
に
よ
る
人
口
増
加
策
や
企

業
誘
致
策
な
ど
他
部
局
と
の
連
携
を

図
り
、
料
金
収
入
の
増
加
に
つ
な
が

る
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
。

③
料
金
体
系
の
見
直
し
の
検
討

　
基
本
料
金
は
水
道
施
設
の
維
持
管

理
な
ど
の
固
定
費
や
検
針
・
集
金
関

係
費
な
ど
の
需
要
家
費
の
財
源
と
な

り
、
一
定
の
水
準
を
維
持
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
安
定
的
な

収
入
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。

　
今
後
、
水
需
要
が
さ
ら
に
減
少
す

る
と
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
将
来

を
見
据
え
た
安
定
的
な
料
金
収
入
を

図
る
た
め
、
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
ち
、
基
本
料
金
と
従
量
料
金
の
割

合
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
。

④
料
金
改
定
の
周
知

　
料
金
改
定
に
当
た
っ
て
は
、
改
定

の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
の
利
用
者

の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
料
金
改
定
の
必
要
性
や
内
容
な

ど
に
つ
い
て
十
分
に
周
知
す
る
こ
と
。

⑤
料
金
の
さ
ら
な
る
精
査

　
水
道
事
業
審
議
会
か
ら
の
答
申
を

受
け
て
、
市
が
料
金
改
定
を
実
施
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
最
新
の
経
営
状

況
な
ど
に
よ
り
精
査
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
昭
和
59
年
以
来
、
30
年
以

上
経
過
し
て
の
改
定
と
な
る
こ
と
か

ら
、
利
用
者
の
負
担
に
配
慮
し
た
改

定
が
望
ま
れ
る
。

　
な
お
、
給
水
収
益
の
推
移
や
施
設

の
更
新
・
耐
震
化
な
ど
の
諸
課
題
を

踏
ま
え
、
改
定
後
も
状
況
に
応
じ
て

水
道
料
金
水
準
の
妥
当
性
を
確
認

し
、
適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と
。

※ 

水
道
事
業
審
議
会
の
審
議
概
要
や

今
回
の
答
申
書
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市企業局長へ答申する玉有審議会会長

鳴
門
市
水
道
事
業
審
議
会

　
水
道
事
業
の
経
営
や
事
業
計
画
、

水
道
料
金
の
改
定
に
関
す
る
事
項
な

ど
の
水
道
事
業
に
関
す
る
重
要
事
項

に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
た
め
、
企

業
局
長
の
附
属
機
関
と
し
て「
地
方

公
営
企
業
法
第
14
条
」お
よ
び「
鳴
門

市
附
属
機
関
設
置
条
例
」に
基
づ
き
、

平
成
27
年
４
月
に
鳴
門
市
水
道
事
業

審
議
会
を
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　
水
道
事
業
審
議
会
の
委
員
は
、「
学

識
経
験
者
」「
水
道
使
用
者
」「
公
募
に

よ
る
市
民
」な
ど
で
、
15
人
以
内
の

構
成
で
、
任
期
は
２
年
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。

水
道
料
金
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
答
申
内
容

　
平
成
29
年
８
月
に
企
業
局
長
か
ら

「
水
道
料
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」審

議
会
に
諮
問
し
、
審
議
会
で
は
以
後

平
成
30
年
５
月
ま
で
計
５
回
に
わ
た

り
審
議
し
、
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
こ

と
か
ら
５
月
30
日
に
答
申
書
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

本
市
の
水
道
事
業
は
、
広
報
２
月
号
と
３
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
よ
う
に
、
老
朽
化
し
た
水
道
施
設
の
耐
震
化
や
更
新
を
進
め

る
一
方
、
給
水
収
益
は
減
少
し
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
経
費
削
減
な
ど
の
経
営

改
善
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
も
、
な
お
不
足
す
る
費
用
に
つ
い
て

は
水
道
料
金
か
ら
捻
出
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
平
成
29
年
８
月
か
ら
学
識
経
験
者
や
水
道
利
用
者
の
代
表
、

公
募
市
民
で
構
成
す
る「
鳴
門
市
水
道
事
業
審
議
会
」に
本
市
の
実
情
に
即

し
た
水
道
料
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
諮
問
し
、
審
議
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
意
見
が
ま
と
ま
り
、
審
議
会
か
ら
答
申
を
受
け

ま
し
た
。

　
今
回
は
、そ
の
審
議
会
の
答
申
内
容
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

市
企
業
局
水
道
企
画
課 

☎
０
８
８
・
６
８
５
・
３
３
３
０

「
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
道
水
が
出
る
生
活
」を

今
後
も
維
持
し
て
い
く
た
め
に
③
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水道事業に関する地区説明会を開催
　市では、水道事業の現状や課題、「水道料金のあり方について」の
水道事業審議会の答申内容などについて、各地区自治振興会単位
で説明会を下表のとおり実施します。

地区名 日　　時 場　　　所
木津神 ７月５日（木）午後７時30分～ 木津元村集会所
中　央 ７月31日（火）午後７時～ 渦潮ふれあい館
斎　田 ７月12日（木）午後７時～ 斎田集会所
黒　崎 ７月８日（日）午後７時～ 黒崎集会所
桑　島 ７月１日（日）午後７時～ 桑島老人憩いの家
川　東 ７月13日（金）午前10時～ 川東公民館
里　浦 ７月27日（金）午後７時～ 里浦公民館
大　津 ７月24日（火）午後７時～ 大津中央公民館
鳴門東 ７月１日（日）午後６時～ 鳴門東地区コミュニティセンター
鳴門西 ７月２日（月）午後７時30分～ 鳴門公民館
北 灘 調整中（決定次第、市公式ウェ

ブサイトに掲載します。）
北灘公民館

堀 江 堀江公民館
板 東 ７月28日（土）午後７時～ 板東公民館
全地区 ８月１日（水）午後７時～ 市消防本部３階会議室
※瀬戸地区での説明会は６月28日に開催しました。

市
で
は
、
水
道
事
業
の
現
状
や
課
題
、
今
回
の
審
議
会
か
ら
の
答
申
内
容

に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
の
各
地
区
説
明
会

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
審
議
会
の
答
申
を
十
分
考
慮
し
、
市
と
し
て
水
道

料
金
の
改
定
内
容
や
実
施
時
期
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
改
定
に
必
要
な
条

例
改
正
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
、
安
全
で
安
心
な
水
道
水
を
安
定
し
て
お
届
け
す
る
た
め
、
よ
り

効
率
的
な
経
営
に
努
め
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
水
道
事
業
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

料
金
改
定
に
向
け
た

市
の
今
後
の
取
り
組
み

　一人ひとりの人権が尊重される「人権尊重のまち
鳴門」を実現していくためには、私たち自らが人権
尊重の担い手であることを認識し、人権問題を自分
の問題として捉え、その解決のために主体的に取り
組むことが大切です。
　そのためにも、今一度「生

いのち
命」について考えてみま

しょう。
　私たちは、「すべての生

いのち
命はかけがえのない大切な

ものである」ことを知っています。自分の生
いのち
命を大

切にし、それと同じように相手の生
いのち
命を大切に思う

ことは、相手を思いやり、認め合い、そして人権を
尊重することにつながります。
　だからこそ私たちは、自分自身や自分の周りにい
るすべての人の生

いのち
命が、いかに大切であるかをしっ

かりと考え、思いやりや助け合う気持ちを持ちなが
ら、生活していかなければなりません。
　現在、鳴門市では、こうした人権啓発活動の一つ
の取り組みとして小学生を対象とした「人権の花運
動」を行っています。

　この運動は、子ども達が協力して花苗を植え付け、
育てることにより「生

いのち
命の大切さ」や「相手への思い

やり」、お互いが協力して「助け合う」という人権尊
重思想をはぐくんでいくための取り組みです。
　子ども達は、花を育てることにより、生

いのち
命に対す

る愛情が生まれ、花が咲いたことに喜び、または、
枯れてしまったことを悲しむといった経験を通して
生
いのち
命の大切さについて学びます。それとともに、協

力してくださる地域の人々との交流を通して、人と
関わりつながる大切さについても学ぶことにより、
自分や周りの人が、ともにかけがえのない大切なも
のであるとの認識を深めていきます。
　私たちも日常生活のさまざまな機会を通して、一
人ひとりが生

いのち
命を大切にする気持ちを持って、お互

いがかけがえのない存在であることを認め合い行動
できるよう、自分の身近な
生活から見つめ直し、「人権
尊重のまち鳴門」の実現を�
ともにめざしていきましょう。

問 市教育委員会生涯学習人権課 ☎088・686・8803　市役所人権推進課 ☎088・684・1148

「人権尊重のまち 鳴門」をめざして
私たちの私たちの

〜 生
いのち

命を大切にする気持ちをはぐくもう 〜
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大雨災害発生時の対応方法を
考えておきましょう
防災・災害対策への取り組み

大雨
災害

問 市役所危機管理課 ☎088・684・1711

地区 避難施設

撫養町
木津元村集会所、鳴門ふれあい健康館（旧老人福祉センター）、
第一中学校（体育館）、鳴門高等学校（体育館）、黒崎集会所、勤労者体育センター、
桑島小学校（体育館）、川東公民館、アミノバリューホール

里浦町 里浦公民館、里浦北集会所、里浦南防災センター
鳴門町 鳴門東地区コミュニティセンター、鳴門公民館、鳴門中学校（体育館）

瀬戸町 瀬戸公民館、明神集会所、北泊公民館、島田小学校（体育館）、瀬戸小学校（校舎）、
堂浦ふれあい会館

大津町 市学校給食センター、大津西小学校（体育館）、第一小学校（体育館）、
鳴門渦潮高等学校（第二体育館）

北灘町 旧北灘中学校（校舎）、北灘西小学校（体育館）、北灘東幼稚園、櫛木集会所

大麻町 堀江公民館、堀江南小学校（体育館）、人権福祉センター、板東公民館、
板東南ふれあいセンター

災害は、暴風、豪雨、洪水、高潮、地震、津波などにより引き起こされますが、発生する可
能性が高い災害として大雨を原因とする水害や土砂災害があります。

　これから本格的な台風シーズンを迎え、土砂災害や河川の氾濫、家屋の浸水、道路の冠水な
どの大雨被害が発生することが予想されます。今後、大雨災害による避難勧告などの発令の可
能性が高まる時期を迎えることから、大雨災害への対応について次のことに注意しましょう。

◆避難勧告など（※1）をお知らせする方法
①市公式ウェブサイト
②市公式ツイッター
③テレビ鳴門のデータ放送
④メール配信サービス（緊急情報）
※事前に登録した方のパソコンや携帯電話のメールア
ドレスに災害情報を配信するサービス。

⑤テレビ・ラジオの放送
⑥携帯電話への緊急速報メール（状況に応じて発信）
⑦デジタル防災行政無線
※�音声が聞きとりにくい場合は、自動電話応答サービス�
（☎685・0500）へ。
⑧広報車両・消防車両での広報
⑨必要に応じて戸別訪問・電話による伝達

　本市では、市災害対策本部を設置、または「避難準備・
高齢者等避難開始」を発令する場合は、優先的に開設
する避難施設として、下記の太字の13施設を始めに開
設します。その後、「避難勧告」または「避難指示（緊急）」
を発令する場合に、下記のその他の施設も開設します。

　なお、開設した施設には、市職員を配置し、食糧や
飲料水、毛布を配布できる体制を整えておりますが、
各自で可能な範囲で食糧などを用意するなどご協力く
ださい。

種類 市民の皆さんがとるべき行動 緊急度

避難準備・高齢
者等避難開始

・ 避難に向けた準備（家族との連絡や非常持出袋の用意など）を開始し
てください。

・ 高齢者や障がい者など、避難に時間がかかる方は、避難を開始して
ください。

避難勧告 ・ 身の安全を確保し、家族や近所で助け合いながら、慌てず、速やか
に避難してください。

避難指示
（緊急）

・ 避難中の方は、すぐに避難場所へ行ってください。
・ 避難を開始していない方は、ただちに避難してください。
・ すでに危険が差し迫って避難が困難な場合は、自宅の２階や近くの

高い建物へ避難し、屋内で安全を確保してください。

低い

高い

（※1）避難勧告などについて

◆大雨災害時に優先的に開設する避難施設について
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　今年も鳴門の夏の風物詩「大道銀天街納涼市」が行われます。今年は、
いす－１ＧＰやのど自慢大会などさまざまなイベントが催されるほか、
ＷｅＬｏｖｅなるとまちづくり活動応援補助金事業に採択された２事業
も参画し、会場を盛り上げます。

【日時】 ７月21日（土） 午後５時〜９時（雨天中止）
※午後４時から10時までは歩行者天国。
【場所】大道銀天街
【内容】
①いすー１GP2018
　（午後５時〜７時）
　事務いすで大道コースを疾走

するレース大会。
②ガラガラ大抽選会
　豪華景品が当たる大抽選会
③のど自慢大会（午後７時30分

〜８時30分）
　スペシャルゲストとして板東 道生 氏が登場。
④各種ゲーム
　ビンゴゲーム、チョーク落書き、スーパーボー

ルすくい、水中カップイン　など
⑤無料体験コーナー
　リトルなるちゃんハウス　など
※①、②は雨天決行。

問 鳴門商工会議所 ☎088・685・3748

まちづくり活動
応援補助金事業

SPARKS＠NARUTO～haeru大道銀天街～

鳴門レンコン楽しむ事業　象
ぞう
鼻
び
盃
はい
と試食イベント

　大道銀天街をダンスで盛り上げます。また、カラフル
な傘で彩った色鮮やかな空間をお楽しみいただけます。
【内容】
●ダンスプロジェクト（午後４時30分〜）
●アンブレラ・スカイ・プロジェクト（午後５時〜）
問 鳴門縁の会 四宮 ☎090・5151・1527

�　蓮の葉を使った象鼻盃の体験活動を実施します。
ぜひ、特産レンコンの葉を身近に感じてください。
【内容】
●象鼻盃と試食イベント（午後５時〜9時）
問 鳴門レンコンべっぴん会　☎仲須088・686・2492

女
性
消
防
団
員
募
集

　
消
防
団
は
、
消
防
本
部
・
消
防
署
と
同
様
に
市

の
消
防
機
関
で
す
。「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」

と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、
普
段
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕

事
に
就
い
て
い
る
方
が
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公

務
員
と
し
て
災
害
な
ど
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
全
国
で
は
約
２
万
５
千
人
の
女
性
消
防
団

員
が
活
躍
し
、
鳴
門
市
で
は
女
性
消
防
分
団「
う
ず

小
町
」と
し
て
、
10
人
の
方
が
在
籍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
女
性
消
防
分
団「
う
ず
小
町
」の
分
団
長

を
務
め
る
藤
本
さ
ん
は「
私
た
ち
は
地
域
の
皆
さ

地
域
の
安
全
・
安
心
を
あ
な
た
の
力
で

問�

市
消
防
本
部�

☎
０
８
８・６
８
４・１
６
４
４

ん
に
防
災
の
意
識
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、

保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど
で
防
災
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
普
段
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て

い
ま
す
が
、
や
る
と
き
は
や
り
ま
す
。
私
た

ち
と
一
緒
に
活
動
で
き
る
仲
間
を
待
っ
て
い

ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
少
し
で
も
消
防
団
の
活
動
に

興
味
が
あ
る
方
は
、
市
消
防
本

部
消
防
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

�　女性消防分団「うず小町」の皆さん

【
募
集
期
間
】

　
随
時

【
募
集
資
格
】

　
市
内
在
住
ま
た
は

在
勤
の
方
で
18
歳
以

上
の
女
性

【
業
務
内
容
】

　
保
育
所
や
幼
稚
園

な
ど
で
行
う
防
災

指
導
。

【
処
遇
】

　
制
服
、
活
動
服
、

上
下
ジ
ャ
ー
ジ
を
提

供
し
ま
す
。

※
公
務
災
害
補
償
、

表
彰
、
退
職
報
償

制
度
が
あ
り
ま
す
。

第44回大道銀天街納涼市
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文
化
は
人
々
に
楽
し
さ
や
感

動
、
精
神
的
な
安
ら
ぎ
を

も
た
ら
し
、
人
生
を
豊
か
に
し

ま
す
。
市
内
に
は
、
こ
の
よ
う

な
文
化
活
動
を
行
う
団
体
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
次
の
団
体
の

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
市
役

所
文
化
交
流
推
進
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆ 

川
柳
鳴め

い
き
ょ
う峡

会
　

　
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
を
磨
き
、

日
常
の
喜
怒
哀
楽
や
社
会
風
刺

な
ど
を
五・
七・
五
で
表
現
す
る

川
柳
。
絵
と
鉛
筆
だ
け
で
、
す

ぐ
に
始
め
ら
れ
ま
す
。
毎
月
第

２
火
曜
日
に
勉
強
会
を
、
第
３

木
曜
日
に
句
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、
初

心
者
の
方
で

も
基
本
か
ら

学
べ
ま
す
。

◆ 

鳴
門
摂せ
つ
り
ょ
う陵拓

本
同
好
会

　
鳴
門
市
に
は
貴
重
な
石
碑
が

あ
り
ま
す
。
拓
本
と
い
う
手
法

で
採
拓
し
、
将
来
に
残
す
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
掛
軸
や
額
に
入

れ
て
先
人
の
文
化
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
採
拓

旅
行
も
あ
り

ま
す
。

文化活動に参加しませんか
市内で活動中の文化団体会員を募集

問 市役所文化交流推進課 ☎684・1214

親
子
で
仲
良
く
楽
し
め
る
遊

び
場
が
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

鳴
門
に
登
場
し
ま
す
。
ご
家
族

揃
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】７
月
28
日（
土
）～
８
月

５
日（
日
）午
前
11
時
30
分
～

午
後
5
時
30
分

※�

最
終
受
付
は
午
後
５
時
ま
で
。�

【
会
場
】ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門
芝

生
広
場
、
な
る
ち
ゃ
ん
ホ
ー
ル

※�

８
月
５
日
は
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス�

鳴
門
芝
生
広
場
の
み
で
開
催
。

【
対
象
年
齢
】生
後
６
カ
月
～
12
歳

【
費
用
】入
場
無
料
。
た
だ
し
、

７
月
31
日（
火
）～
８
月
５
日

（
日
）は
本
場
開
催
中
の
た

め
、
20
歳
以
上
の
方
は
本
場

ボートレース鳴門で遊ぼう
ボーネルンドの遊具を設置

入
場
料
と
し
て
１
０
０
円
を

お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

●
未
成
年
者
の
入
場
は
保
護
者

の
同
伴
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
参
加
者
が
多
い
場
合
は
、
人

数
・
時
間
を
制
限
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
雨
天
・
強
風
時
は
な
る
ち
ゃ
ん

ホ
ー
ル
の
み
で
実
施
し
ま
す
。

問 ボートレース鳴門 ☎685・8111

電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

市からのお知らせ
City_information

電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

「
Ａ
Ｓ
Ａ
」と
は
、
播
磨
灘

を
挟
ん
で
向
か
い
合
う

鳴
門
市（
Ａ
Ｗ
Ａ
）、
東
か
が
わ

市（
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
）、
南
あ
わ

じ
市（
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｊ
Ｉ
）の
３
地
域

が
県
域
を
越
え
て
交
流
を
深
め
、

圏
域
全
体
の
発
展
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
協
議
会

で
す
。
Ａ
Ｓ
Ａ
で
は
、
今
年
も

９
月
29
日（
土
）に
南
あ
わ
じ
市

多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る

ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭「
関

西
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」を
応

援
し
ま
す
。
優
秀
作
品
は
同
大

会
で
放
映
さ
れ
ま
す
。
こ
だ
わ

り
の
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
テ
ー
マ
】「
自
己
責
任
」

問 市役所戦略企画課 ☎684・1013

【
応
募
資
格
】小
・
中
・
高
校
生

ま
で
の
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

【
応
募
規
定
】ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
な
ど

で
撮
影
し
た
３
分
以
内
の
作
品

※
未
公
開
の
も
の
に
限
る
。

【
問
・
申
し
込
み
】８
月
31
日

（
金
）ま
で
に
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
の
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
応
募
作
品
と
一
緒
に

郵
送
で
、
ア
ジ
ア
国
際
子

ど
も
映
画
祭�

関
西
・
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
事
務
局

（
〒
６
５
６・０
４
９
２�

兵
庫

県
南
あ
わ
じ
市
市
善
光
寺
22

番
地
１�

☎
０
７
９
９・４
３
・

　
５
２
３
４
）へ
。

こだわりの作品を応募しませんか
「子ども映画祭」A

ア サ
SAホームビデオ作品募集

◆ 

広
報
モ
ニ
タ
ー
　

　
８
月
１
日（
水
）か
ら
１
年
間
、

「
広
報
な
る
と
」や「
テ
レ
ビ
広
報

な
る
と
」な
ど
に
つ
い
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
毎

月
１
回
お
答
え
い
た
だ
く
市
広

報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
／
募
集
人
数
】市
内
在
住

の
20
歳
以
上
の
方
／
５
人

※�
応
募
動
機
で
審
査
し
ま
す
。

陳
情
・
要
望
目
的
は
不
可
。

【
申
し
込
み
】は
が
き
ま
た
は

メ
ー
ル
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
応
募
動
機

を
記
入
の
上
、
７
月
10
日

（
火
）［
必
着
］ま
で
に
市
役
所

秘
書
広
報
課
へ
。

◆ 

平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
８
月
15
日（
水
）の
終
戦
記
念

日
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
後
世

へ
伝
え
た
い
平
和
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
い
た

だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
部
は
、

広
報
８
月
号
ま
た
は
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
掲
載
し
ま
す
。

※
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
不
可
。

【
応
募
方
法
】は
が
き
ま
た
は

メ
ー
ル
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
１
０
０
字
程
度

を
記
入
の
上
、７
月
10
日（
火
）

［
必
着
］ま
で
に
同
課
へ
。

【
注
意
事
項
】公
開
時
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
氏
名
、
住
所（
大

字
）を
掲
載
し
ま
す
。

広報モニター、平和のメッセージを募集

Ｅメール： hisyokoho@city.naruto.i-tokushima.jp
 問 市役所秘書広報課 ☎684・1118
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Ｊ
２
第
24
節�

徳
島
ヴ
ォ
ル

テ
ィ
ス�

対�

大
宮
ア
ル

デ
ィ
ー
ジ
ャ
戦
は「
徳
島
県
民

デ
ー
」で
す
。

【
日
　
時
】�

7
月
21
日（
土
）

　
午
後
７
時
キ
ッ
ク
オ
フ

【
場
　
所
】�

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー

ツ
パ
ー
ク�

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト

ス
タ
ジ
ア
ム

◆
県
内
の
小
中
高
生
を

　無
料
招
待

　
県
内
在
住
・
在
学
の
小
中
高

生
を
Ａ
自
由
席
へ
無
料
招
待
し

ま
す
。

　
下
記
コ
ー
ド
か
ら
事
前
に
申

し
込
み
い
た
だ
き
、
当
日
、
広

報
紙
や
学
生
証
な
ど
の
証
明
で

き
る
も
の
を
持
参
の
上
、
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
チ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス（
午

後
4
時
～
７
時
）へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

勝利を目指して応援しましょう
徳島ヴォルティス「県民デー」開催

問 市役所スポーツ課 ☎684・1303

◆
国
保
料
な
ど
の
収
納
員

【
募
集
人
数
】１
人

【
業
務
内
容
】国
民
健
康
保
険
・

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
保
険
料
の
訪
問
徴

収
お
よ
び
口
座
振
替
加
入
勧

奨
な
ど

【
応
募
資
格
】８
月
１
日
現
在
、

満
20
歳
以
上
で
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る
方

【
雇
用
期
間
】８
月
１
日（
水
）～

平
成
31
年
３
月
31
日（
日
）

※�

原
則
１
年
更
新
で
す
が
、
勤
務

成
績
に
よ
り
継
続
雇
用
可
。

【
勤
務
時
間
】１
週
間
に
24
時
間

程
度

【
報
　
　
酬
】基
本
報
酬
9
万
円

国民健康保険料などの収納員を募集
安定した保険事業運用へのお手伝い

問 市役所保険課 ☎684・1136

に
加
え
て
、
保
険
料
な
ど
の

徴
収
実
績
に
よ
る
能
率
報
酬

【
手
当
な
ど
】通
勤
手
当
、
時
間

外
手
当
、
賞
与
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
。

【
そ
の
他
】社
会
保
険
や
雇
用
保

険
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
選
　
考
】７
月
19
日（
木
）に

市
共
済
会
館
３
階
小
会
議

室
で
面
接
と
簡
単
な
実
技

審
査
を
行
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
】７
月
17
日（
火
・
必

着
）ま
で
に
市
販
の
履
歴
書

（
写
真
添
付
）を
郵
送
ま
た
は

持
参
で
市
役
所
保
険
課
へ
。

※
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

７
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

●
７
月
７
日（
土
）

　
午
後
７
時
キ
ッ
ク
オ
フ 

　
対 

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本

●
７
月
25
日（
水
）

　
午
後
７
時
キ
ッ
ク
オ
フ 

　
対 

ア
ビ
ス
パ
福
岡 スマートフォン

などで読み取っ
てください

ハ
マ
ボ
ウ
・
ヒ
マ
ワ
リ
が
市

内
各
所
で
見
頃
を
迎
え
る

７
月
１
日（
日
）か
ら
29
日（
日
）

ま
で
の
間「
２
０
１
８
鳴
門
市

ハ
マ
ボ
ウ
・
ヒ
マ
ワ
リ
祭
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
花
の
種
・
苗
や
飲
み
物
が
振

る
舞
わ
れ
る
左
記
の
交
流
接
待

所
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

花
の
種
・
苗
や
飲
み
物
は
先

着
順
と
な
り
ま
す
。

◆
ハ
マ
ボ
ウ
祭
り

【
日
時
／
場
所
】

▼
７
月
16
日（
月
・
祝
）�

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
／
木
津
神
地
区
ふ
れ
あ
い

　
運
動
場（
木
津
）

2018鳴門市ハマボウ・ヒマワリ祭り

 市役所市民協働推進課 ☎684・1189

◆
ヒ
マ
ワ
リ
祭
り

【
日
時
／
場
所
】

▼
７
月
14
日（
土
）

　
午
前
９
時
～
11
時

　
／
鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

　
お
花
畑

問 市花街道・地域づくりネットワーク ☎686・3978

市の健康づくり事業にご意見を
健康と医療の推進を考える協議会委員を募集

問 市健康増進課 ☎684・1159

募集人数 １人

内　　容
健康で心豊かに過ごすための健康づくりの
推進と地域医療を安心して受けることがで
きるよう、市の健康づくり事業などに関し
て検討する協議会の市民委員を募集します。

日程など 本年度中に２回程度開催
（１回２時間程度）、報酬あり

任　　期 就任日から2020年３月31日まで

選考方法 提出書類を基に選考。
※提出書類は返却しません。

応募方法
指定の応募用紙に必要事項と健康づくり事業
についての意見、応募動機を400字程度でま
とめ、７月20日（金：必着）までに郵送、Ｅメー
ル、持参のいずれかで市健康増進課へ。

応募資格
・満20歳以上で市内在住の方
・国や地方公共団体の議会の議員で
　ない方　など

Ｅメール ：kenko@city.naruto.i-tokushima.jp

市からのお知らせ
City_information

郵送先住所の記載がない場合、住所は「〒772・8501 撫養町南浜字東浜170」です。

※詳しくは同課までお問い合わせください
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City_information

電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

市
で
は
、９
月
17
日（
月・祝
）

に
市
文
化
会
館
で
行
う

「
敬
老
の
日
の
つ
ど
い（
記
念
式

典
）」で
、
今
年
、
結
婚
か
ら
50

年
、
60
年
、
75
年
を
迎
え
る
ご

夫
婦
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

該
当
す
る
ご
夫
婦
は
、
ぜ
ひ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】本
市
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
市
内
在
住
者
で
、

次
に
該
当
す
る
方

①
昭
和
43
年
に
婚
姻
届
を
出
し

た
同
居
の
夫
婦（
結
婚
50
年
）

…
金
婚

②
昭
和
33
年
に
婚
姻
届
を
出
し

た
同
居
の
夫
婦（
結
婚
60
年
）

…
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

③
昭
和
18
年
に
婚
姻
届
を
出
し

た
同
居
の
夫
婦（
結
婚
75
年
）

…
プ
ラ
チ
ナ
婚

【
申
し
込
み
】７
月
２
日（
月
）か

ら
27
日（
金
）ま
で
に
市
役
所

長
寿
介
護
課

と
板
東
連
絡

所
で
配
布
す

る
申
請
書
に

夫
婦
の
戸
籍

抄
本
を
添
え
て
、
同
課
ま
た

は
同
連
絡
所
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
記
念
品
は
式
典
で
贈
呈
し
ま

す
が
、
当
日
参
加
で
き
な
い

場
合
は
、
後
日
同
課
で
お
渡

し
し
ま
す
。

いつまでも仲の良いご夫婦を祝う
金婚などを迎えるご夫婦に記念品を贈呈

 問 市役所長寿介護課 ☎684・1175

脳ドックに優先権
３つのがん検診を受診しましょう

 問 市役所保険課 ☎684・1204

鳴
門
市
国
民

健
康
保
険

の
被
保
険
者
を

対
象
に
行
っ
て

い
る「
脳
ド
ッ
ク
」

は
、
２
月
に
募

集
し
た
時
の
応
募
者
の
中
か
ら

抽
選
で
受
診
者
を
決
定
し
て
い

ま
す
。

　
市
役
所
健
康
増
進
課
が
実
施

す
る
平
成
30
年
度
集
団
が
ん
検

診
の
う
ち
、
肺
が
ん
、
胃
が
ん
、

大
腸
が
ん
の
３
つ
の
検
診
を
全

て
受
診
さ
れ
た
方
は
、
抽
選
時

に
優
先
権
が
得
ら
れ
ま
す
の

で
、
積
極
的
に
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

肺がん

大腸
がん

胃がん

３つの検診を
受診すると

優先権

脳ドック抽選時に

◆「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
」

の
認
定
申
請
を
受
付
中

　
介
護
保
険
施
設
を
利
用
さ
れ

る
低
所
得
の
方
の
居
住
費
と
食

費
の
軽
減
を
図
る「
介
護
保
険
負

担
限
度
額
認
定
証
」の
更
新
時

期
と
な
って
い
ま
す
。

　
こ
の
認
定
は
、
本
人
、
配
偶

者
お
よ
び
本
人
が
属
す
る
世
帯

全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
あ
る

こ
と
な
ど
の「
収
入
」の
状
況
と
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
預
貯
金

な
ど
の「
資
産
」の
状
況（
単
身

１
千
万
円
、
夫
婦
２
千
万
円
以

下
が
対
象
）で
判
定
さ
れ
ま
す
。

　
更
新
が
必
要
な
方
は
、
８
月

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」

　
の
交
付

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に

「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」に
加

え
て
、「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」

の
提
示
が
必
要
と
な
って
い
ま
す
。

今
回
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正

に
よ
り
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

る
方
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
負
担
が
２
割
か
ら
３
割
に

な
り
ま
す
。

　
要
介
護
、
要
支
援
な
ど
の
認

定
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
に
は
新

し
い「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」

を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
届
き
ま
し
た
ら
内
容
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

介護保険施設・サービス利用者へ
負担限度額認定申請受付と負担割合証交付

 問 市役所長寿介護課 ☎684・1376

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
介

護
予
防
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
し

ま
せ
ん
か
。
参
加
者
は
研
修
の

受
講
が
必
須
で
す
。
研
修
の
詳

細
は
次
の
と
お
り
。

【
日
　
時
】７
月
25
日（
水
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
５
時

【
場
　
所
】市
共
済
会
館

　
　
　
　
３
階
会
議
室

【
対
　
象
】要
支
援
・
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い
市
内
在
住

の
65
歳
以
上
の
方
で
、
介
護

保
険
料
の
滞
納
が
な
い
方

【
申
し
込
み
】研
修
前
日
ま
で
に
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
市
役
所

長
寿
介
護
課
へ
。

◆
研
修
後
の
流
れ

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
　

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

③
手
帳
に
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
う

④
申
請
に
よ
り
転
換
給
付
金
が

も
ら
え
る
。

※「
う
ず
と
く
商
品
券
」と
交
換

で
き
ま
す
。

【
活
動
内
容
】レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
指
導
、
参
加
支
援
、

食
事
づ
く
り
の
補
助
、
お
茶

出
し
や
食
堂
内
の
配
膳
・
下

膳
な
ど
の
補
助
、
散
歩
・
外

出
な
ど
の
補
助
ほ
か

【
活
動
場
所
】市
内
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
施

設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

一緒に参加してみませんか
いきいき・なるとボランティアポイント事業

問 市役所長寿介護課 ☎684・1175 FAX684・1321

市からのお知らせ
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野
焼
き
は
、「
廃

棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」に
よ

り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
法
律
に

違
反
し
た
場
合
は
、
罰
則
と
し

て
5
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

１
千
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
そ

の
併
科
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

【
例
外
】

①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が

そ
の
施
設
の
管
理
を
行
う
た

め
に
必
要
な
焼
却

②
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍

霜
害
そ
の
他
の
災
害
の
予
防
、

応
急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た

め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

③
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上

の
行
事
を
行
う
た
め
に
必
要

な
廃
棄
物
の
焼
却

④
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営

む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も

の
と
し
て
行
わ
れ
る
廃
棄
物

の
焼
却

⑤
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を

営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
焼

却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の

※
①
か
ら
⑤
ま
で
の
例
外
も
、

や
む
を
得
な
い
も
の
や
軽
微

な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
周
囲
か
ら
苦
情
が
出

る
程
の
焼
却
を
行
っ
て
い
た

場
合
は
指
導
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
周
辺
の
生
活
環
境
に

は
十
分
に
配
慮
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母

の
離
婚
な
ど
で
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
対
象
児

童
を
監
護
・
養
育
し
て
い
る
方
に

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
公
的
年
金
の
受
給

額
や
所
得
額
に
よ
っ
て
は
、
全
部

ま
た
は
一
部
の
給
付
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
児
童
】

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め

　
る
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

④
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明
な

　
児
童

ご存じですか？児童扶養手当

⑤
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
遺

　
棄
、
ま
た
は
拘
禁
さ
れ
て
い

　
る
児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の

　
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦
母
が
未
婚
の
状
態
で
生
ま
れ

　
た
児
童

⑧
母
が
児
童
を
妊
娠
し
た
と
き

　
の
事
情
が
不
明
な
児
童

【
手
当
月
額
】市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

　
イ
ト「
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
」

　
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
同
手
当
の
支
給
は
児
童
が
18

歳（
政
令
で
定
め
る
障
が
い
の

あ
る
児
童
の
場
合
は
、
20
歳

［
再
認
定
請
求
が
必
要
］）に
達

し
た
年
度
末
ま
で
で
す
。

問 市役所子どもいきいき課 ☎684・1231

平
成
30
年
度
狩
猟
免
許
試
験

が
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ

ま
す
。

【
場
　
所
】県
徳
島
合
同
庁
舎

　（
徳
島
市
新
蔵
町
１
丁
目
67
）

◦
第
１
回  

７
月
29
日（
日
）

　
　
　
　  

午
前
10
時
～

【
申
込
期
限
】７
月
13
日（
金
）

◦
第
２
回  

８
月
26
日（
日
）

　
　
　
　  

午
前
10
時
～

【
申
込
期
限
】８
月
10
日（
金
）

◆
試
験
初
心
者
講
習
会

　
試
験
に
先
立
ち
、
試
験
初
心

者
講
習
会
を
次
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。

【
場
　
所
】県
猟
友
会
事
務
所

　（
徳
島
市
南
仲
之
町
４
丁
目
18
）

狩猟免許試験・試験初心者講習会

県東部農林水産局徳島庁舎 ☎626・8582

■
わ
な
猟

【
日
　
時
】７
月
29
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
定
　
員
】50
人（
先
着
順
）

【
申
込
期
限
】７
月
20
日（
金
）

■
第
１
種
・
第
２
種
銃
猟

【
日
　
時
】７
月
28
日（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
定
　
員
】50
人（
先
着
順
）

【
申
込
期
限
】７
月
20
日（
金
）

※
詳
し
く
は
、
市
役
所
農
林
水

産
課
ま
た
は
県
東
部
農
林
水

産
局
徳
島
庁

舎
へ
。
申
請

書
な
ど
は
同

課
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

問 市役所農林水産課 ☎684・1154

野焼きは法律で禁止されています

問 市環境政策課 ☎683・7571

安
定
的
な
水
の
供
給
と
事
業

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

地
下
に
埋
設
し
て
い
る
水
道
管

の
漏
水
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
の
対
象
と
な
る
水
道
管

は
、
道
路
下
の
水
道
本
管
か
ら
宅

地
内
に
あ
る
水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で

で
、
調
査
の
際
に
は
、
宅
地
内
に

立
ち
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
員
は
腕
章
を
着

け
、
市
企
業
局
発
行
の
調
査
員

証
を
携
帯
し
て
お
り
、
建
物
内

の
調
査
を
行
っ
た
り
、
費
用
の

請
求
や
機
器
の
販
売
を
行
っ
た

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
明
な
点
や
問
い
合
わ
せ
は
、

市
企
業
局
水
道
事
業
課
維
持
給

水
担
当
へ
。

【
調
査
予
定
期
間
】７
月
中
旬
～

平
成
31
年
３
月
上
旬

【
調
査
対
象
区
域
】

◎
里
浦
町
：
全
域

◎
撫
養
町
：
撫
養
川
よ
り
東
側

全
域
お
よ
び
木
津
の
一
部

◎
大
麻
町
：
全
域

◎
瀬
戸
町
：
島
田
島
地
区
お
よ

　
び
明
神
弐
軒
家
を
除
く
全
域

◎
北
灘
町
：
全
域

◎
大
津
町
：
国
道
11
号
線
よ
り

　
西
側
全
域

※
緊
急
時
に
は
、
対
象
外
区
域

で
も
調
査
を
行
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。

水道管の漏水調査を実施します
調査にご協力ください

 問 市企業局水道事業課維持給水担当 ☎685・3330

市からのお知らせ
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申
し
込
み
は
同
館（
☎
６
８
３
・
７

５
６
８
）へ
。

■
絵
手
紙
教
室（
全
２
回
）

　
手
す
き
は
が
き
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】７
月
5
日（
木
）、
８
月
7
日

（
火
）午
後
２
時
～
４
時

【
定
員
】20
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】絵
筆
、水
性
絵
具
、鉛
筆
、

　
墨
な
ど

■
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室（
全
２
回
）　

　か
わ
い
い
ポ
ー
チ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】７
月
19
日
、
８
月
23
日（
各

木
曜
日
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

【
定
員
】20
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】布（
20
×
20
㌢
４
～
５
枚
・

　
50
×
50
㌢
２
枚
）、
裁
縫
道
具（
針
、

　
糸
、
は
さ
み
、
筆
記
用
具
な
ど
）

情報ガイド
INFORMATION
GUIDE

お
ゆ
ず
り
し
ま
す  

※
無
料

　◆
籐と
う
の
つ
い
た
て
２
本

　◆
自
転
車（
大
人
用
）

　◆
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト

　◆
介
護
ベッ
ド（
電
動
）

　◆
事
務
机
・
椅
子

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い 

　
◆
鳴
門
高
校
の
女
子
の
夏
用
制
服

　(

身
長
１
６
０
㌢
程
度
）

　◆
将
棋
盤
・
駒
　
◆
車
椅
子

※
複
数
応
募
の
場
合
は
抽
選
。

【
問
・
申
し
込
み
】7
月
13
日（
金
）ま

　
で
の
平
日
午
前
10
時
か
ら
正
午

ま
で
の
間
に
市
消
費
者
協
会（
☎

６
８
６･

３
７
７
６
）へ
。

今
月
の
納
期

固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、

介
護
保
険
料 （
各
２
期)

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金（
１
期)

物
品
は
、「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
」↓「
ヤ
フ

オ
ク
！
」↓「
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」

↓「
鳴
門
市
」か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】７
月
17
日（
火
）午
後
１

　
時
～
８
月
2
日（
木
）午
後
２
時

※
申
込
期
間
中
に
物
品
の
下
見
が
で

　
き
ま
す
。（
要
予
約
）

問 

市
役
所
契
約
検
査
室 

　 

☎
６
８
４・１
１
６
１

無
料
教
育
相
談（
子
育
て
相
談
）

　
子
ど
も
の
発
達
や
子
育
て
に
お
悩

み
の
あ
る
就
学
前（
３
～
６
歳
）の
幼

児
の
保
護
者
を
対
象
と
し
て
、
７
月
・

９
月
・
10
月
・
11
月
・
12
月
・
平
成

31
年
１
月
・
２
月
に
子
育
て
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
開
催
日
時
や
事
前
予

約
な
ど
詳
し
く
は
市
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課（
☎
６
８
６・８
８
０
２
）へ
。

【
場
所
】市
教
育
委
員
会

　
１
階
会
議
室
お
よ
び
相
談
室

【
定
員
】各
開
催
日
で
３
～
６
人
程
度

（
先
着
順
）

【
相
談
員
】鳴
門
教
育
大
学
保
育
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
お
よ
び
特
別
支
援
ア
ド

バ
イ
ザ
ー

夏
季
個
別
金
融
相
談

 

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
な
ど
の
融
資

制
度
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
日
時
】7
月
23
日（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】う
ず
し
お
会
館 

第
３
会
議
室

【
対
象
】中
小
企
業
の
経
営
者

問 

鳴
門
商
工
会
議
所 

　 

☎
６
８
５・３
７
４
８

　
７
月
31
日（
火
）ま
で
に
市
役
所
税

務
課
・
保
険
課
ま
た
は
指
定
金
融
機

関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

市
民
課（
土
曜
日
）開
庁
日

　
７
月
７
日（
土
）は
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
０
時
30
分
ま
で
市
役

所
市
民
課
窓
口
を
開
庁
し
ま
す
。
た

だ
し
、
住
所
の
異
動
手
続
き
は
で

き
ま
せ
ん
。

問 

同
課 

☎
６
８
４・１
１
３
５

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
案
内

　
７
月
14
日（
土
）は
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
正
午
ま
で
、
ご
み
の
持
ち
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。
16
日（
月・祝
）

は
休
業
と
な
り
ま
す
。

問 

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　 

☎
６
８
３・７
５
７
０

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　
市
で
は
、
固
定
資
産
税
の
適
正
な

課
税
を
行
う
た
め
に
、
家
屋
の
税
務

調
査
を
し
て
い
ま
す
。
対
象
家
屋
に

「
固
定
資
産
評
価
補
助
員
証
」と「
名

札
」を
携
帯
し
た
職
員
が
お
伺
い
し

ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

職
員
を
装
っ
た
不
審
人
物
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問 

市
役
所
税
務
課
固
定
資
産
税
担
当 

　 

☎
６
８
４・１
１
３
１

市
の
物
品
を
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品

　
市
で
使
用
し
な
く
な
っ
た
物
品
を

同
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
売
却
し
ま
す
。

講
座・教
室・試
験
な
ど

鳴
門
病
院
　
糖
尿
病
教
室

【
日
時
】7
月
10
日
、
24
日（
各
火
曜

日
）　
午
後
2
時
～
３
時
30
分

【
場
所
】同
病
院
３
階
大
会
議
室

【
内
容
】10
日
：「
糖
尿
病
の
基
礎
知

識
、
食
事
、
運
動
」、
24
日
：「
糖

尿
病
の
検
査
、
日
常
生
活
・
フ
ッ

ト
ケ
ア
、
食
品
交
換
表
」な
ど

※
費
用
は
要
問
い
合
わ
せ
。

問 
同
病
院
☎
６
８
３・０
０
１
１

小
川
病
院

糖
尿
病
・
物
忘
れ
教
室

　「
糖
尿
病
の
目
標
値
が
揺
れ
て
い

る
」を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
と
認
知

症
予
防
の
た
め
の
簡
易
な
運
動
。

【
日
時
】７
月
14
日（
土
）

　
　
　   

午
後
４
時
～
５
時

【
場
所
】同
病
院
６
階
会
議
室

【
講
師
】糖
尿
病
・
腎
臓
専
門
医

　 

　
　
山
野 

利と
し
な
お尚 

氏

問 
同
病
院
☎
６
８
６
・
２
３
２
２

兼
松
病
院
で
の
講
習
会

【
日
時
】７
月
28
日（
土
）午
後
２
時
～

【
場
所
】同
病
院
４
階
デ
イ
ル
ー
ム

【
内
容
】頭
を
打
っ
た
時
の
対
処
法

【
講
師
】同
病
院
長 

兼
松 

晴
彦  

氏

問 
同
病
院
☎
６
８
５・４
５
３
７

環
境
学
習
館
の
各
種
教
室

　
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
３
階
環

境
学
習
館
で
開
催
。
問
い
合
わ
せ
・

生
活
・
暮
ら
し

● 費用などの記載がない場合、無料です。

　  電気式生ごみ処理機の購入補助

【問・申し込み】市クリーンセンター廃棄物対策課
（☎683･7573）へ。※市役所市民協働推進課で
も申し込みできます。

【対象／募集台数】今まで補助を受けたことのない
世帯または補助を受けてから５年以上経過して
いる世帯／38基（先着順）

【補助費】購入金額の２分の１（上限２万円）

生ごみの堆肥化・減量に努めよう
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● 電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

旬
の
魚
の
さ
ば
き
方
教
室

【
日
時
】７
月
28
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

【
場
所
】北
泊
漁
業
協
同
組
合

【
定
員
】30
人（
先
着
順
）

【
費
用
】１
５
０
０
円（
お
土
産
あ
り
）

【
準
備
物
】よ
く
切
れ
る

包
丁
、
エ
プ
ロ
ン
、

ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク

ス
、
濡
れ
て
も
よ
い

服
装

【
問
・
申
し
込
み
】７
月
25
日（
水
）

ま
で
に
市
役
所
水
産
振
興
室（
☎

６
８
４・１
１
５
２
）へ
。

普
通
救
命
講
習

【
日
時
】８
月
19
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

【
場
所
】市
消
防
本
部
３
階
会
議
室

【
対
象
】市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
15

　
歳
以
上
の
方

【
定
員
】10
人
程
度（
先
着
順
）

【
内
容
】心
肺
蘇
生
法（
胸
骨
圧
迫
、
人

工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
）

や
異
物
除
去
、
応
急
手
当
な
ど

【
問
・
申
し
込
み
】７
月
31
日（
火
）ま

　
で
に
市
消
防
本
部
予
防
課（
☎

６
８
４･

１
４
９
４
）へ
。

辻
井
潤
一
記
念
講
演
会

　
Ａ
I
開
発
者
が
語
る
講
演
会
で
す
。

【
日
時
】７
月
29
日（
日
）午
前
９
時
30
分

【
場
所
】鳴
門
教
育
大
学
講
堂

※
詳
細
は
同
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
・
申
し
込
み
】鳴
門
教
育
大
学
社

　
会
連
携
課（
☎
６
８
７･

６
０
９
２

FAX
６
８
７・６
１
０
０
）へ
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
模
擬
衝
突
体
験
か
ら
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
重
要
性
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】7
月
10
日（
火
）午
前
10
時
～

【
場
所
】市
役
所
南
側
駐
車
場

問 

市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

　 

☎
６
８
４・１
３
９
４

元
気
に
な
ろ
う
会
　

【
日
時
】7
月
14
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
場
所
】斎
田
公
民
館
３
階
和
室

問
祷と
う
慈じ

☎
０
９
０・９
７
７
９・０
４
９
０

地
域
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
身
体
お
よ
び
精
神

障
が
い
者
や
難
病
な

ど
の
障
が
い
の
方
を

対
象
に
、
ワ
ー
ド
の

基
本
や
各
種
文
書
、
年
賀

状
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】９
月
１
日
か
ら
11
月
10
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日
　
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分（
全
10
回
）

※
11
月
３
日（
土
・
祝
）は
除
く
。

【
場
所
】福
祉
ホ
ー
ム
リ
ズ
ム
２
階

　
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス

（
藍
住
町
矢
上
字
安
任
56
番
地
５
）

※
希
望
者
は
市
役
所
か
ら
会
場
ま
で

の
送
迎
が
あ
り
ま
す
。

【
定
員
】10
人

【
問
・
申
し
込
み
】８
月
24
日（
金
）ま
で

に
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

凌り
ょ
う
う
ん雲（

☎
６
９
３・１
１
１
７
）へ
。

賀
川
豊
彦
学
習
講
座

【
日
時
】7
月
28
日（
土
）

　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

【
場
所
】賀
川
豊
彦
記
念
館
２
階

　
　
　
大
会
議
室

【
費
用
】２
０
０
円（
入
館
料
）

【
演
題
】「
ス
ラ
ム
と
賀
川
豊
彦
」

【
講
師
】鳴
門
友
愛
会
運
営
委
員

　
　
　
三
河 

耕
二
氏

問 

同
館
☎
６
８
９・５
０
５
０

募
　
集

ド
イ
ツ
語
ま
た
は
英
語
通
訳
募
集

　
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
使
節
団
滞
在

中
の
９
月
29
日（
土
）、30
日（
日
）に
、

通
訳
が
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
役
所
文
化
交
流
推
進
課

（
☎
６
８
４・１
１
５
０
）へ
。

ル
ミ
ネ
カ
ン
バ
ス
制
作
者
募
集

　
毎
年
11
月
の
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
に
設
置
す
る
ル
ミ
ネ
カ
ン
バ
ス

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
文
字
パ
ネ
ル
）の
制
作
者
を
募

集
し
ま
す
。
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ

た
方
に
は
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
。

【
応
募
資
格
】市
内
在
住
・
在
勤
の
方

【
問
・
申
し
込
み
】市
役
所
子
ど
も
い

き
い
き
課
で
配
布
す
る
申
込
用

紙
を
7
月
31
日（
火
）ま
で
に
同
課

（
☎
６
８
４・１
６
５
７
）へ
。

行政相談 日時  7月13日（金） 13：00～16：00 
場所  市役所本庁１階市民相談室  担当：山田
問 市役所秘書広報課 ☎684・1118

人権相談 日時  7月20日（金） 13：30～16：30
場所  市役所本庁１階市民相談室
※上記の時間帯に電話相談も行います。
問 市役所人権推進課 ☎684・1423

成年後見制度相談 ※原則予約
日時  ７月18日（水）13：30～15：30
場所  市役所本庁１階市民相談室
問 市役所長寿介護課 ☎684・1175

成年後見・相続・遺言の相談 日時  7月13日（金）
　13：00～15：00 場所  斎田公民館（鳴門高校裏）
問 コスモス成年後見サポートセンター ☎679・4440
女性相談 日時  月～金曜（休日除く） 9：00～17：00
場所  女性子ども支援センター
問 「ぱぁとなー」 ☎684・1413、☎684・1408

心配ごと相談 日時  毎金曜（休日除く） 10：00～15：00
場所  鳴門ふれあい健康館（旧老人福祉センター）　
　 　２階 市社会福祉協議会相談室
問 市社会福祉協議会 ☎685・7170

職業相談 日時  ７月４日（水） 13：30～14：30
場所  市川崎会館１階相談室
問 ハローワーク鳴門 ☎685・2270

身体障害者相談 日時  月～金曜（休日除く）  9：30～
　12：00 場所  市身体障害者会館
問 同館 ☎686・4144

NPO相談 日時  月～金曜（休日除く） 9：00～17：00
場所  市役所市民協働推進課
問 同課 ☎684・1200

消費生活相談 日時  月～金曜（休日除く） 9：30～
　15：30  場所  消費生活センター
問 同センター ☎686・3776

電話法務相談
　四国市民法務サポート代表理事の森江大蔵氏に
よる無料電話法務相談。
日時  7月15日（日） 18：30～20：30
内容  くらしの法務相談全般
電話番号  0120・992・932

年金相談 ※要予約
日時  7月19日（木） 10：00～15：00
場所  市役所本庁１階第１会議室
問 街角の年金相談センター徳島 ☎657・3081

若者の就労相談会 ※要予約
日時  ７月3日、10日、17日、24日、31日（各火曜日） 
       13：00～17：00
場所  市役所本庁舎周辺（予約時に要確認）
問 とくしま地域若者サポートステーション ☎602・0553

認知症サポート医によるもの忘れ相談 
日時  ７月25日（水） 9：00～11：00
場所  市役所本庁１階市民相談室
問 基幹型地域包括支援センター  ☎615･1417

介護者家族の会による相談
日時  ７月10日、24日（各火曜日） 10：00～15：00
場所  鳴門ふれあい健康館（旧老人福祉センター）　
　　２階 市社会福祉協議会相談室
問 基幹型地域包括支援センター ☎615･1417

不動産相談 日時  ７月17日（火） 13：00～16：00
場所  市役所本庁１階市民相談室
問 徳島県宅地建物取引業協会 ☎625・0318

無料相談
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【
場
所
】鳴
門
ふ
れ
あ
い
健
康
館（
旧
老

　
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）３
階 

小
会
議
室

【
講
師
】児
童
心
理
学
者

　
　  

寒か
ん
が
わ川 

伊い

さ

お
佐
男
氏

問 

鳴
門
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

 

　 

セ
ン
タ
ー 

☎
６
８
３・０
７
８
８

な
る
と 

う
た
ご
え
ひ
ろ
ば

【
日
時
】7
月
21
日（
土
）

　
　  

午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
場
所
】渦
潮
ふ
れ
あ
い
館

【
費
用
】５
０
０
円（
飲
食
代
）

問 

山
田
☎
０
９
０・９
５
５
８・５
０
７
６

わ
く
わ
く
夏
パ
ー
ク

【
日
時
】７
月
15
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
荒
天
時
は
16
日（
月・祝
）に
順
延
。

【
場
所
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

【
内
容
】な
る
と『
第
九
』合
唱
劇
、

う
ん
こ
先
生
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
、
ふ
れ
あ
い
カ
ブ
ト
ム
シ

の
森
な
ど

問 
同
公
園
☎
６
８
７･

３
１
７
５

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

■
本
場
開
催

●
第
３
回
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
カ
ッ

　
プ
競
走

　
７
月
１
日（
日
）～
6
日（
金
）

●
男
女
Ｗ
優
勝
戦 

湯
上
が
り
爽

快
！
徳
島
の
地
ビ
ー
ル「
あ
ら
た

え
エ
ー
ル
杯
」競
走

　
７
月
9
日（
月
）～
14
日（
土
）

●
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
チ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
土
佐
開
設
22
周
年
記
念
競
走

　
７
月
22
日（
日
）～
26
日（
木
）

●
Ｇ
Ⅲ
第
16
回
オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
カ
ッ

　
プ
競
走

　
７
月
31
日（
火
）～
８
月
5
日（
日
）

問 

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

　 

☎
６
８
５・８
１
１
１

鳴
門
市
民
体
育
祭（
水
泳
競
技
）

【
日
時
】８
月
６
日（
月
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

【
場
所
】鳴
門
市
第
一
中
学
校
プ
ー
ル

【
問
・
申
し
込
み
】7
月
23
日（
月
）ま

　
で
に
鳴
泳
会
事
務
局（
☎
６
８
３

　
・
０
０
８
０ 

FAX
６
８
５
・
２
６
５

　
８
）へ
。

筒
井
正
治
　
作
品
展（
油
彩
画
展
）

【
日
時
】7
月
17
日（
火
）～
29
日（
日
）

　
　
　 

午
前
10
時
～
午
後
6
時

【
場
所
】カ
フ
ェ
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
ズ

※
月
曜
日
は
休
館
。

問 

同
店 

☎
６
８
７・０
９
３
３

第
10
回
小
鳴
門
荘「
夏
ま
つ
り
」

【
日
時
】７
月
22
日（
日
）

　
午
後
５
時
～
７
時（
雨
天
決
行
）

【
場
所
】小
鳴
門
荘

【
内
容
】阿
波
踊
り
、
模
擬
店
な
ど

問 
小
鳴
門
荘
☎
６
８
８･

０
１
８
０

鳴
門
シ
ー
ガ
ル
病
院
　
納
涼
祭

【
日
時
】７
月
27
日（
金
）午
後
６
時
～

　
８
時
30
分（
雨
天
決
行
）

【
場
所
】鳴
門
シ
ー
ガ
ル
病
院

【
内
容
】阿
波
踊
り
、
花
火
な
ど

問 
同
病
院
☎
６
８
８･

０
０
１
１

問 
板
東
地
区
自
治
振
興
会 

文
化
部

　 

丸
平
☎
６
８
９・２
９
４
８

板
東
公
民
館
イ
ベ
ン
ト

　
両
イ
ベ
ン
ト
と
も
板
東
公
民
館
で

開
催
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

同
公
民
館（
☎
６
８
９・３
３
６
０
）へ
。

■
四
国
大
学
生
に
聞
く
健
康
の
話

【
日
時
】７
月
10
日（
火
）

　
　
　 

午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

■
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

【
日
時
】８
月
1
日（
水
）

　
　
　
午
後
1
時
～
３
時
30
分

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
新
鮮
市

【
日
時
】７
月
７
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

【
場
所
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

【
内
容
】新
鮮
な
海
産
物
や
加
工
品
な

ど
の
販
売
。
す
だ
ち
の
無
料
配
布
。

（
先
着
２
０
０
人
）

問
 
 
鳴
門
ウ
チ
ノ
海
新
鮮
市
実
行
委

 
　
員
会 

☎
６
８
４・１
１
５
２

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
日
時
】７
月
22
日（
日
）午
前
９
時
～

　
午
後
５
時（
火
曜
日
休
館
）

【
内
容
】写
真
愛
好
家
の
作
品
展
示

問 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
鳴
門

　 

西 

☎
６
８
７・１
５
２
８

フ
ァ
ミ
サ
ポ
子
育
て
相
談
会

　
育
児
に
つ
い
て
お
話
し
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】７
月
10
日（
火
）

　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

氏
名
、
電
話
番
号
を
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会（
☎
６
５
４･

７
４
１
８ 

FAX
６
５
４・７
４
１
４

Ｅ
メ
ー
ル
：boshi-04@

song.
ocn.ne.jp

）へ
。

■
パ
ソ
コ
ン
講
習（
土
日
）

　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
の
実
用
的
な
機
能
を
習
得
。

【
日
時
】7
月
22
日（
日
）か
ら
11
月
4

　
日（
日
）ま
で
の
全
13
回

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
定
員
】20
人（
先
着
順
）

【
締
切
日
】7
月
10
日（
火
）

■
パ
ソ
コ
ン
講
習（
夜
間
）

【
日
時
】9
月
5
日（
水
）か
ら
28
日

　（
金
）ま
で
の
全
8
回

　
午
後
7
時
～
９
時

【
定
員
】20
人（
先
着
順
）

【
締
切
日
】8
月
27
日（
月
）

催
し・イ
ベ
ン
ト

第
九
の
里
ま
つ
り

【
日
時
】７
月
22
日（
日
）午
前
10
時
～

午
後
３
時（
少
雨
決
行
）

【
場
所
】道
の
駅「
第
九
の
里
」物
産
館

周
辺（
ド
イ
ツ
館
南
側
）

【
内
容
】ろ
く
ろ
体
験（
有
料
）や
福
引
き
、

紙
ヒ
コ
ー
キ
飛
ば
し
選
手
権
な
ど

問 

同
館
☎
6
８
９・１
１
１
９

第
九
の
里
コ
ン
サ
ー
ト

【
日
時
】7
月
28
日（
土
）

　
　
　
午
後
1
時
～
４
時

【
場
所
】市
ド
イ
ツ
館

募
　
集

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
幅
広
い
世
代
の

方
が
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
勉
強

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
専
攻
】心
理
学
、福
祉
、経
済
、歴
史
、

文
学
、
情
報
、
自
然
科
学
な
ど

【
出
願
期
間
】第
１
回
：
８
月
31
日

（
金
）ま
で
　
第
２
回
：
９
月
20

日（
木
）ま
で

問 
放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　 

☎
６
０
２・０
１
５
１

新
池
川
の
浄
化
活
動
参
加
者

　
Ｅ
Ｍ
ダ
ン
ゴ
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】７
月
８
日（
日
）午
前
10
時
～

【
場
所
】市
共
済
会
館
南
側

※
参
加
者
に
Ｅ
Ｍ
ダ
ン
ゴ
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

問 

新
池
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
　
乾

　 

☎
０
９
０・３
１
８
１・１
４
０
２

県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
就
業
支
援
講
習
会

【
対
象
】ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
、
寡

　
婦（
定
員
に
満
た
な
い
場
合
、
ひ

　
と
り
親
家
庭
の
子
も
可
。）

【
場
所
】県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
徳
島
市
中
昭
和
町
１
丁
目
２
番

　
地
）

【
費
用
】テ
キ
ス
ト
代
な
ど（
実
費
）

【
問･

申
し
込
み
】各
締
切
日
ま
で
に

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
住
所
、

● 費用などの記載がない場合、無料です。
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キ
ョ
ー
エ
イ
鳴
門
駅
前
店 

４
階
催
し

「
楽
し
い
絵
手
紙
」教
室
作
品
展

　
絵
手
紙
約
２
０
０
点
を
展
示
。

【
日
時
】７
月
７
日（
土
）～
11
日（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

問 

藤
原
☎
０
９
０・３
４
６
１・１
４
２
８

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
体
験
＆
ク
ラ
フ
ト

バ
ン
ド
小
物
展

【
日
時
】7
月
7
日（
土
）、
8
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

【
費
用
】１
２
０
０
円
～（
ハ
ー
バ
リ

ウ
ム
体
験
費
）

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

問 

宮
崎
☎
０
９
０・１
１
７
０・０
５
３
６

山
本
志ゆ

き
お男

白
磁
展

【
日
時
】７
月
14
日（
土
）～
18
日（
水
）

　
　
　午
前
9
時
30
分
～
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で
。

問 

山
本
☎
０
９
０・５
９
１
２・９
８
０
６

鳴
門
百
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

写
真
展

【
日
時
】７
月
14
日（
土
）～
22
日（
日
）

　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
６
時

問 

う
ず
し
お
観
光
協
会

　 

☎
６
８
４・１
７
３
１

鳴
門
藍
染
・
骨
董
・
布
祭
り

【
日
時
】７
月
15
日（
日
）、16
日（
月・祝
）

　
　
　 

午
前
10
時
～
午
後
５
時

問 

浜
☎
０
９
０・２
８
２
４・２
２
２
５

海
外
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

　
海
外
教
育
支
援
の
た
め
の
バ
ザ
ー

と
活
動
内
容
の
パ
ネ
ル
展
示
。

【
日
時
】７
月
21
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

問 

梅
本
☎
６
８
６・２
０
４
２

鳴
門
一
中
美
術
部
作
品
展

【
日
時
】７
月
24
日（
火
）～
31
日（
火
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

問 
鳴
門
第
一
中
教
員
室

　 
☎
６
８
５・２
５
４
２

図
書
館 
☎
６
８
５・０
２
５
５

　
同
館
は
耐
震
改
修
工
事
中
の
た

め
、
7
月
1
日（
日
）か
ら
次
の
と
お

り
仮
設
図
書
館
を
開
設
し
ま
す
。

【
開
館
時
間
】午
前
９
時
～
午
後
７
時

【
場
所
】旧
教
育
委
員
会
棟（
撫
養
町

　
大
桑
島
字
濘
岩
浜
８
―
２
）

【
休
館
日
】毎
週
火
曜
日
、
毎
月
第
１

金
曜
日（
館
内
整
理
日
）、
年
末
年

始（
12
月
29
日（
土
）～
1
月
3
日

（
木
））

■
青
空
図
書
館

　
７
月
か
ら
31
年
３
月
ま

で
の
期
間
限
定
で
毎
月

２
回
移
動
図
書
館
車
の

巡
回
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
追
加
し
ま
す
。

【
日
時
】７
月
11
日
、25
日（
各
水
曜
日
）

　
　
　
午
後
１
時
～
１
時
40
分

【
場
所
】市
役
所
本
庁
舎
南
側

● 電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

▼７月１日～来たれ未来のスター！ボートレーサー募集

▼７月16日～友好都市張
ちょうかかいし

家界市の紹介
鳴門ビデオボランティア制作番組

▼７月１日～新緑の川島城公園／石川 光夫（吉野川市）

▼７月16日～吉野川大橋工事／黒嵜
さき

 幸三（徳島市）

放送チャンネル・時間
テレビ鳴門 （111ch）８、13、23時～
行政情報 　（122ch）７、12、16、18、21、22時～ 

テ
レ
ビ
広
報
な
る
と  

番
組
ガ
イ
ド

　６月12日（火）から29日（金）までの18日間の会期で第
２回定例会が開かれ、平成30年度一般会計の補正
予算案や条例案など計14議案および教育長の任命に
係る人事案件１件について、それぞれ審議され、原
案どおり承認・可決・同意されました。
●教育長　安田　修

おさむ

（鳴門町高島・63歳・再任）

平成30年市議会第２回定例会報告

まちづくり活動応援補助金事業

● 藍染体験 ワクワク、ドキドキ染めにチャレンジ！
　スカーフやストール、ハンカチを使い、藍染・
草木染体験を実施します。

【日時】 ①７月21日（土）、②22日（日）
　　　 午後１時～４時
※①、②のいずれか１日を選択。

【場所】 キョーエイ鳴門駅前店 ４階
　カルチャー教室

【対象】 市内在住、在勤者、在学の方
【費用】 材料費（250円～1,500円）
【定員】 50人（先着順）
【申込方法】 キョーエイ鳴門駅前店４階お知ら

せコーナー、エスカレーター前に申込用紙と
ボックスを設置していますので、申込用紙に
記入し、ボックスへ投函してください。

【申込締切】 ７月10日（火）
※７月29日（日）同会場で展示会をします。
問 染色教室「彩」 山口 ☎090・1175・3156

 
   鳴門市理数オリンピック参加者募集
　理科や数学で力試ししませんか。 

【日時】 ８月20日（月） 午後１時～受付
【場所】 うずしお会館２階 第１会議室
【対象】 市内中学校に在籍する１・２年生
【申し込み】７月13日（金）までに学校を通じて配布さ
　れる申込書に必要事項を記入し、在籍する学校へ。
問 市教育委員会学校教育課  ☎686・8802

　市の水道事業についてわかりやすく説明します。
【日時】８月４日（土）午前10時～正午
【場所】鳴門市浄水場（北島町高房字八丁野西１）
【対象】市内小学生とその保護者（先着20組）
※要事前申し込み。
問 市水道事業課  ☎685･3330 

水の週間 親子見学会
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Health Info
健康相談

【日　時】 ７月２日（月）、17日（火）、
　　　　24日（火）、８月１日（水）
　　　　午前９時30分～11時30分

【場　所】 鳴門ふれあい健康館１階
　　　　（旧老人福祉センター）

乳幼児健診

【場　所】鳴門ふれあい健康館３階
　　　　（旧老人福祉センター）
 実…実施日　対…対象児　 受…受付時間
■３歳児健診  実 ７月13日㈮
    対 平成27年１月生まれ 受 12：30～13：00
■１歳６か月児健診  実 ７月19日㈭
    対 平成28年12月生まれ 受 12：30～13：00
■９か月児健診  実 ７月12日㈭
    対 平成29年９月生まれ 受 12：20～12：40
■４か月児健診  実 ７月12日㈭
    対 平成30年２月生まれ 受 13：20～13：40
■ 股関節脱臼検診  実 ７月20日㈮
    対 平成30年３月、５月生まれ 
    受 12：40～13：00

休日当番医

　受診は救急患者に限られ、往診はでき
ません。当番医は変更となる場合があり
ます。お問い合わせはテレホンガイド（☎
685・3322）まで。

【診療時間】 午前９時～午後10時
７月１日（日） だいとうレディースクリニック（大桑島）
 ［産・内］  ☎683・1588
　　８日（日） たきファミリークリニック（黒崎）
 ［内・循・外・小］ ☎683・1235
　　15日（日） 浜田皮ふ泌尿器科（斎田）
 ［皮・泌］  ☎685・5101
　　16日（月・祝） 元木医院（南浜）
 ［内・小・消・循］ ☎685・8282
　　22日（日） 大谷の里クリニック木洩れ日（池谷）
 ［内・外］  ☎689・0910
　　29日（日） かわの内科アレルギー科（立岩）
 ［内・呼・アレ］ ☎683・1355

夏休みは料理で思い出づくり
親子で楽しめるクッキング教室を開催

料 理
教 室

親子ヘルシークッキング教室
　　

　小学生とその保護者の方を対象に、食育教室を開催します。　
家族で「食」について考えるとともに、野菜たっぷりヘルシーでおい
しい「学校給食の人気メニュー」を作ってみませんか？

【日時／場所】 ７月24日（火）／鳴門ふれあい健康館３階調理室
　８月３日（金）／堀江公民館
　両日、午前９時30分～午後１時（午前９時15分～受付）

【内　容】 ●学校栄養教諭さんのお話「おやつの選び方」
●調理メニュー「鮭の混ぜ寿司、そうめんのおすまし、切干大根の
　みそマヨ和え、フルーツゼリー」
※両日とも同じ内容で実施します。

【対　象】 市内在住の小学生とその保護者の方（５・６
　年生は児童だけでも参加可。）
※お父さん、おじいちゃんの参加もお待ちしています。

【定　員】 両日とも10組程度（初参加者優先）
※応募者多数の場合は選考。

【参加費】 １人500円（当日集金します。）
【応募方法】 各小学校を通じて配布する応募用紙に必要事項を記入

の上、７月９日（月）までに各小学校へ提出してください。なお、
どちらの日でも可能な方は両日可と記入してください。後日、選
考結果を送付します。

おやこの食育教室
　
　幼児の皆さんとその保護者の方を対象に、食育教室を開催します。
家族で「食」について学ぶとともに、野菜たっぷりでおいしいごはん
を作ってみませんか？

【日　時】 ８月19日（日）、25日（土）
　　　　 午前９時30分～午後１時（午前９時15分～受付）

【場　所】 鳴門ふれあい健康館３階調理室
【内　容】 ●食生活改善推進員のお話 「おやつの選び方」「包丁の使い方」
●調理メニュー「夏野菜カレー、サラダ、フルーツゼリー」
※両日とも同じ内容で実施します。

【対　象】 市内在住の幼稚園相当児とその保護者
※お父さん、おじいちゃんの参加もお待ちしています。

【定　員】 各回とも10組程度（初参加者優先）
※応募者多数の場合は選考。

【参加費】 １人500円（当日集金します。）
【応募方法】 各保育所、幼稚園を通じて配布する応募用紙に必要事

項を記入の上、７月９日（月）までに各保育所、幼稚園へ提出して
ください。在宅の方は７月11日（水）までに住所、参加者氏名、年
齢、電話番号、参加希望日を明記し、はがき、ファクスまたはＥ
メールで市役所健康増進課へお申し込みください。なお、どちら
の日でも可能な方は両日可と記載してください。後日、選考結果
を送付します。
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すこやかライフ
健康な生活を送りましょう

《母子保健、栄養指導》☎684・1049　《成人保健》☎684・1137　《予防接種》☎684・1206
《子育て世代包括支援センター》☎684・1561　〒772・0003  撫養町南浜字東浜24-2   FAX 684・1114 

mail 同課：kenko@city.naruto.i-tokushima.jp　同支援センター：neuvola@city.naruto.i-tokushima.jp

　　　お問い合わせ　鳴門ふれあい健康館（旧老人福祉センター）内　市健康増進課、市子育て世代包括支援センター

電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

夏がやってきます！熱中症に注意しましょう
早めにしっかり予防することが大切です

マタニティー教室
■育児編

熱中症の要因と症状

健康

育児

　「熱中症」とは、高温多湿な環境に長
くいることで、徐々に体内の水分や塩
分のバランスが崩れ、体温調節機能が
うまく働かなくなり、体内に熱がこもっ

た状態のことです。屋外だけでなく、
屋内で何もしていないときでも発症
し、場合によっては死亡することも
あります。

①環　境：気温が高い、湿度が高い、日差し
　　　　　が強い、閉めきった屋内など

②からだ：高齢者や乳幼児、肥満、低栄養態、
　　　　　持病がある方のほか、二日酔いや
　　　　　寝不足といった体調不良の方など

③行　動：激しい運動や慣れない運動、長時
　　　　　間の屋外作業、水分補給できない
　　　　　状況など

● めまい　● 立ちくらみ
● 手足のしびれ　● 筋肉のこむら返り
● 気分が悪い　● 虚脱感
● 頭痛　　● 吐き気　● 嘔吐
● 倦怠感　● いつもと様子が違う

● 返事がおかしい　● 意識消失
● けいれん　　　　● 体が熱い

熱中症を引き起こす３つの要因

熱中症を防ぐために

熱中症の症状　

重症になると･･･　
熱中症！

　妊娠24週以降の方が対象です。
　「新生児期の赤ちゃんのこと」や「産後の体と心のケア」、「赤ちゃんの泣き
いろいろ」、「制度のおはなし」などをお話します。

【日　時】 ７月11日（水）午前10時～11時
　　　　 ７月25日（水）午後２時～３時

【場　所】 子育て世代包括支援センター(鳴門ふれあい健康館１階)
【申し込み】 参加を希望される実施日の１週間前までに、表題《子育て世代包括支援センター》へ電話、ファクス、
　Ｅメールのいずれかの方法でお申し込みください。
※沐浴実習については随時行っています、事前に予約をお願いします。

● 通気性のよい、吸湿・速乾性のある衣
服を着用する

● 天気のよい日は、日中の外出をできる
だけ控える

● 保冷剤や氷、冷たいタオルなどで体を冷やす
● 外出する場合は、帽子や日傘、日陰を利用し

こまめに休憩をとるなど

　命にも関わる熱中症ですが、日常生活のちょっ
とした注意で防ぐことができます。
● のどの渇きを感じていなくてもこまめに水分 

や塩分、経口補水液（水に食塩とブドウ糖を
溶かしたもの）などを補給

● 扇風機やエアコンで温度を調節する
● 遮光カーテンやすだれを利用する



も
元
気
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を

送
り
ま
し
ょ
う
。

い
き
い
き
百
歳
体
操
っ
て

ど
ん
な
体
操
？

❶�

映
像
を
見
な
が
ら
行
う
ゆ
っ
く
り

と
し
た
体
操
で
す
。

❷�

体
操
時
間
は
約
30
分
～
45
分
で
す
。

❸�

椅
子
を
使
っ
た
体
操

で
す
。

❹�

筋
力
が
つい
て
き
た
ら

お
も
り
を
使
い
ま
す
。

❺�

お
も
り
は
、
自
分
で
調
節
可
能
で

す
。無
理
を
せ
ず
に
実
施
で
き
ま
す
。

❻�

準
備
運
動
、
筋
力
づ
く
り
運
動
、

整
理
体
操
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
き
い
き
百
歳
体
操
を

す
る
と
ど
う
な
る
の
？

　
１
カ
月
程
度
行
う
と
、
筋
力
が
つ

い
て
き
ま
す
。
筋
力
が
つ
く
と
体
が

軽
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
動
き
や

す
く
な
り
ま
す
。
動
き
や
す
く
な
る

と
転
倒
の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
筋
力
を
つ
け
る
運
動
は
、
高
齢
者

で
週
１
～
２
回
程
度
。
１
回
運
動
し

た
ら
２
～
３
日
休
ん
で
筋
肉
の
疲
れ

を
取
り
ま
す
。

い
き
い
き
百
歳
体
操
を

体
験
し
た
方
の
声

▼�

な
か
な
か
と
れ
な
か
っ
た
膝
の
痛

み
が
和
ら
ぎ
、
楽
に
な
っ
た

▼�

庭
の
草
取
り
を
長
い
時
間
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た

▼�

和
式
ト
イ
レ
を
使
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た

▼�

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
て
小

走
り
で
移
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
参
加
し
た
い

方
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
開
所
し
た

い
方
は
市
役
所
長
寿
介
護
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
と
で
、
高
齢
者
の
安
心
の
確
保
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
日
々
の
ふ
れ
あ

い
の
積
み
重
ね
で
、「
地
域
に
お
け
る

支
え
合
い
」の
土
壌
が
培
わ
れ
て
い

き
ま
す
。

　
高
齢
に
な
る
と
家
の
中
に
引
き
こ

も
り
が
ち
に
な
り
、
地
域
で
孤
立
し

て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

家
の
中
で
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
と
活

動
量
が
少
な
く
な
り
筋
力
が
低
下
し

て
い
き
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
外
に
出
て
楽
し
く
話
を
し
た

り
、
体
操
を
し
た
り
し
て
適
度
に
体

を
動
か
す
こ
と
が
介
護
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
４
月
か
ら
本
市
で
は
、

住
民
主
体
に
よ
る「
い
き
い
き
サ
ロ

ン（
通
い
の
場
）」の
活
動
支
援
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ロ
ン
は
、
主
に

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
々
が
気
軽

に
集
ま
り
、
月
１
回
以
上
定
期
的
に

開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
先
月
末
時
点
で
49
カ
所
の
サ
ロ
ン

が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
今
も
口
コ
ミ

な
ど
で
活
動
の
場
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。サ
ロ
ン
の
活
動
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

　
鳴
門
市
内
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
方
は
、
昨
年
度
末
で
１
万
９
２
６

９
人
、
率
に
し
て
約
33
％
で
す
。

　
高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
で
生
き
が

い
を
持
ち
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て

い
く
こ
と
は
、
誰
も
が
抱
く
願
い
で

す
。
身
近
な
地
域
で“
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
”を
深
め
る
た
め
に
地
域

や
近
隣
の
人
と
の
接
点
を
も
つ
こ
と

で“
ふ
れ
あ
い
”が
生
ま
れ
ま
す
。
周

り
の
人
が
高
齢
者
の
様
子
を
見
守
る

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を

し
た
り
、体
操
を
し
た
り
歌
や
芸
術
、

手
芸
な
ど
の
趣
味
の
活
動
を
行
っ
た

り
、
ゲ
ー
ム
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
健

康
づ
く
り
を
行
う
な
ど
、
サ
ロ
ン
独
自

の
ア
イ
デ
ア
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
は
、

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
百
歳
体
操
は
、
高
知

県
高
知
市
で
高
齢
者
が
元
気
に
な
る

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
開
発
さ

れ
た
も
の
で
高
い
介
護
予
防
効
果
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
全
国
で
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
主
な
原
因

を
要
介
護
度
別
に
み
る
と
、
要
支
援

者
で
は「
関
節
疾
患
」が
20
・
７
％
で

最
も
多
く
、
次
い
で「
高
齢
に
よ
る

衰
弱
」が
15
・
４
％
と
上
位
を
占
め

て
お
り
、
こ
う
し
た
原
因
は
適
度
に

体
を
動
か
す
こ
と
で
、
予
防
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
平
成
25
年
国

民
生
活
基
礎
調
査
よ
り
）

　
高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
に
活
動
で

き
る
よ
う
、「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

で
体
力
を
つ
け
、
い
く
つ
に
な
っ
て

知
っ
て
い
ま
す
か
？

問 

市
役
所
長
寿
介
護
課
　
☎
０
８
８
・
６
８
４
・
１
１
７
５

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

「いきいき百歳体操」の様子

現在市内49カ所のサロンを開設しています
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平成30年度いきいきサロン一覧 （地区別）　 ※平成30年６月現在

日時・場所は変更になる場合がありますので、事前にご確認ください。

町／地区 サロン名 場　所 実施曜日 時　間 いきいき
百歳体操実施

撫養町

木 津 原地いきいきサロン 木津原地集会所 第１、第３日曜日
第２月曜日 � 9：30～12：00 ○

木 津 木津神サロン 木津神集会所 毎週金曜日 13：00～15：00 ○
南 浜 渦潮ふれあいサロン 渦潮ふれあい館 毎週火曜日 10：00～11：00 ○

南 浜 いきいきサロン南浜寿会 ケアハウスなると２階
地域交流センター

第１、第２、第４
土曜日 13：00～15：00 ○

斎 田 いきいきサロンむつみ 斎田集会所 第１火曜日 14：30～16：00 ○
※第2土曜日14：00～第２、第４土曜日 13：30～16：00

黒 崎 いきいきサロン黒崎 黒崎集会所 毎週水曜日 10：30～12：00 ○

小 桑 島 太極拳を楽しむ
「パンダの会」

キョーエイ鳴門駅前店
４階多目的ホール 毎週水曜日 10：00～12：00 ○

※第2、第4水曜日9：45～
大 桑 島 いきいきサロン桑島 桑島老人憩いの家 毎週金曜日 13：30～16：00 ○
弁 財 天 弁財天いきいきサロン 弁財天集会所 第１、第３土曜日 � 9：30～12：00 ○
北 浜 いきいきサロンひまわり 鳴門老人憩いの家 第４木曜日 � 9：30～11：30 ○

鳴門町

立 岩 さわやか福寿会 川東公民館 第２、第４日曜日 13：00～15：00 ○
高 島 いきいきサロンin鳴門西 鳴門公民館 毎週月曜日 13：20～16：00 ○
土佐泊浦 黒山いきいきサロン 黒山集会所 第２、第４金曜日 10：00～12：00 ○
土 佐 泊 いきいきサロン　元気会 土佐泊集会所 第４火曜日 11：00～12：00 ○

瀬戸町

明 神 いきいきサロン満月（越浦） 越浦集会所 第２、第４金曜日 10：00～12：00 ○
堂 浦 いきいきサロン満月（瀬戸） 瀬戸公民館 第１、第３金曜日 10：00～12：00 ○
堂 浦 いきいきサロン堂浦 堂浦ふれあい会館 毎週土曜日 10：00～12：00 ○
北 泊 いきいきサロン白寿 北泊公民館 毎週月曜日 10：00～12：00 ○
小 島 田 菜の花 小島田集会所 毎週火曜日 10：00～12：00 ○

里浦町 里 浦 いきいき里浦南サロン 里浦南防災センター 第２火曜日 10：00～11：30 ○
里 浦 いきいきサロンパワフル会 里浦集会所 毎週火曜日 � 9：30～10：30 ○

北灘町

粟 田 いきいきサロン粟田 北灘東幼稚園 毎週水曜日 13：00～15：00 ○
折 野 いきいきサロン折野 北灘西幼稚園 毎週金曜日 10：00～12：00 ○
櫛 木 櫛木いきいきサロン 櫛木集会所 毎週土曜日 � 9：00～11：00 ○
宿 毛 谷 いきいきサロンさくら 北灘公民館 毎週日曜日 10：00～12：00 ○

大津町

大 代 たんぽぽ ＮＰＯ法人
あたたかい手コラボ 毎週水曜日 12：45～15：00 ○

大 代 いきいきサロン大代 大津中央公民館 毎週水曜日 � 9：00～11：00 ○第２、第４月曜日 13：00～17：00
段 関 いきいきサロン段関 段関集会所 毎週火曜日 � 9：00～10：00 ○
備 前 島 いきいきサロンはすの実 JA大津松茂農協�２階会議室 毎週金曜日 13：30～15：30 ○
矢 倉 いきいきサロンさくらんぼ 矢倉集会所 毎週金曜日 19：00～21：00 ○
矢 倉 いきいきサロンすいせん 矢倉団地集会所 毎週木曜日 10：00～12：00 ○
吉 永 吉永いきいきサロン 吉永集会所 毎週木曜日 13：30～15：30 ○

大麻町

堀 江 堀江いきいきサロン 堀江公民館 毎週木曜日 13：30～15：00 ○
池 谷 いきいきサロン宝幢会 池谷集会所 毎週金曜日 13：00～14：30 ○
牛 屋 島 サロンわかば 牛屋島集会所 毎週火曜日 13：30～15：00 ○
大 谷 大谷いきいきサロン 大谷集会所 毎週金曜日 13：00～17：00 ○

姫 田 いきいきサロン小森 小森集会所 毎週水曜日 11：00～12：00
（第3水曜日のみ10：00～） ○

姫 田 いきいきサロン姫田 姫田集会所 毎週火曜日 � 9：30～11：30 ○
川 崎 板東南ふれあいサロン 板東南ふれあいセンター 第１、第３木曜日 10：00～12：00 ○
津 慈 津慈むつみ会いきいき�クラブサロン 津慈集会所 第２、第３日曜日 10：00～ ○
萩 原 萩原なごみサロン 萩原団地集会所 毎週火曜日 13：50～16：00 ○
萩 原 いきいきサロンがんばる会 萩原集会所 毎週水曜日 13：00～15：00 ○
板 東 板東イキイキサロン 板東公民館 毎週月曜日 � 9：00～10：30 ○
板 東 縁どころサロン 一番さん縁どころ 毎週木曜日 13：00～15：00 ○

板 東 山田いきいきサロン 山田集会所 第２日曜日
第４木曜日 � 9：00～10：00 ○

※実施日要確認
桧 桧東いきいきさろん 桧集会所 第１、第3土曜日 � 9：30～12：30 ○

桧 桧西コスモス会 桧西集会所 毎月２日 13：30～15：00 ○毎月15日 11：00～12：00
桧 川原場いきいきサロン 川原場集会所 第２、第４木曜日 13：30～ ○
桧 リューネいきいきサロン リューネの森集会所 第１、第２月曜日 15：00～ ○

23 平成30年７月号
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仕
事
の
都
合
な
ど
で
、

医
療
機
関
で
特
定
健
康

診
査
を
受
診
で
き
な
い

方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
30
歳
代
の
方
は
ヤ
ン
グ
健
診
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

【
日
　
時
】７
月
21
日（
土
）午
前
９
時
～

【
定
　
員
】30
人
程
度

【
対
　
象
】30
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

　�

鳴
門
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

※
40
歳
以
上
の
方
は
、
頚け

い

部
エ
コ
ー

検
査
や
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査（
前
立
腺
が

ん
検
査
）も
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
は
男
性
の
み
。

【
場
　
所
】鳴
門
ふ
れ
あ
い
健
康
館
　

　
　
　
　（
旧
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

【
費
　
用
】千
円

※
す
で
に
医
療
機
関
で

特
定
健
康
診
査
を
受

け
ら
れ
た
方
で
、
頚

部
エ
コ
ー
検
査
ま
た

は
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
の
み

の
受
診
を
希
望
す
る
方
は
無
料
。

【
準
備
物
】特
定
健
康
診
査
受
診
券

（
40
歳
未
満
の
方
は
不
要
）、
被
保

険
者
証
、
問
診
票（
申
し
込
み
後

送
付
し
ま
す
）

【
申
し
込
み
】７
月
13
日（
金
）ま
で
に

被
保
険
者
証
を
持
参
し
、
市
役
所

保
険
課
へ
。

　巡
回
健
診
バ
ス
が

　や
っ
て
き
ま
す

　

特
定
健
康
診
査
と
は

　
生
活
習
慣
病
の
リ

ス
ク
を
高
め
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
メ
タ
ボ
）に
着

目
し
た
健
診
で
、
40
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
被
保
険
者
の
方
が
対
象
で
す
。

　
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
、
糖
尿
病

を
防
ぐ
た
め
、
メ
タ
ボ
を
早
い
段
階

で
発
見
し
、
改
善
が
必
要
な
方
に
は

特
定
保
健
指
導
を
行
い
、
生
活
習
慣

病
の
発
症
・
進
行
を
防
ぎ
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
ほ

と
ん
ど
な
く
進
行
し
ま
す
。「
食
事
」

「
運
動
」と
い
っ
た
日
頃
の
生
活
習
慣

に
気
を
付
け
る
と
と
も
に
定
期
的
に
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
入
院
ま
た
は
、
施
設
入
所
さ
れ
て�

い
る
方
は
対
象
か
ら
除
い
て
い
ま
す
。

　受
診
方
法

鳴
門
市
国
民
健
康
保
険
の
方

　（自
己
負
担
額
は
千
円
）

　
被
保
険
者
証
と
特

定
健
康
診
査
受
診
券

を
持
参
し
、
健
診
実
施

機
関
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　
受
診
券
は
７
月
上
旬
に
対
象
者
へ

送
付
し
ま
す
。
有
効
期
限
は
12
月
末

日
ま
で
。
10
月
以
降
に
75
歳
に
な
る

方
は
、
９
月
末
ま
で
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
脳
・
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診

ま
た
は
受
診
予
定
の
方
に
は
、
健
診

項
目
が
重
複
す
る
た
め
、
受
診
券
は

送
付
し
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
方

　（自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
広
域
連
合
が
実
施
す

る
健
康
診
査
が
利
用
で

き
ま
す
。
前
年
度
中
に

生
活
習
慣
病
に
よ
る
治

療
が
な
か
っ
た
方
に
は
、
８
月
に
受

診
券
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
９
月
末
ま

で
に
75
歳
に
な
る
方
に
は
、
健
康
診

査
申
込
書
が
送
付
さ
れ
る
の
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
健
診
対

象
外
と
な
っ
た
方
で
４
月
以
降
に
血

液
検
査
や
尿
検
査
を
受
け
ら
れ
て
い

な
い
方
は
、
申
し
込
み
を
い
た
だ
く

と
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

特定健康診査を
受診しましょう

国民健康保険の限度額認定
減額認定を受けている方は再申請を

　国民健康保険の限度額適用認定証や標準負担額減額認定証の有効期限は７月
31日（火）です。８月以降も利用が見込まれる方は、忘れずに申請してください。
　また、過去１年間の入院日数の合計が90日を超えて入院された方は、入院日
数が確認できるもの（領収書など）を併せて提出すると、入院中の食事療養費が
さらに軽減されますので、忘れずに持参してください。
※標準負担額の減額は平成30年度市民税非課税世帯の方のみ申請できます。

新し い
高 齢

受 給 者 証
と 後 期 高
齢 者 医 療
被保険者証を７月中にお
送りします。
　８月１日（水）からは、
新しい受給者証・被保険
者証をご使用ください。

脱 タ
ボ

メ

問 市役所保険課
 ☎088・684・1204

平成28年度特定健康診査の受診状況
　平成28年度の特定健診対
象者のうち、健診は未受診
で通院中の方が47.2%、健
診も通院もない方が24.5％
という状況です。

健診受診者
3,129人
28.3％

未受診者（通院中）
5,228人
47.2％

未受診者
（健診・通院なし）
2,712人
24.5％

　病院に通院していても、
健康に自信があっても、特
定健診を受診しましょう。
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７月１日、ＪＲ鳴門駅前ロータリーに足湯が
オープン。お湯は「鳴門天然温泉あらたえの

湯」の源泉を使用しています。無料でご利用できま
すので、日々の健康づくりやＪＲ・バスの待ち時
間などにご利用ください。

駐
輪
場

ドラッグストア

JR 鳴門駅
バス停

交番

足湯

７月１日（日）

ＯＰＥＮ

【締め切り】７月20日（金）必着
【賞　品】採用された方には、鳴門市特産品セット（5,000
　円相当）を贈呈します。（採用者多数の場合は抽選で１
　名の方に贈呈）

【注意事項】
・応募は１人１枚まで。
・愛称は他で使用されていないものとしてください。
・営利目的、公序良俗に反するものは選考対象外。
・採用された愛称の権利は本市に帰属します。

市役所戦略企画課 〒772-8501 撫養町南浜字東浜170番地 
☎088・684・1713 / FAX088・684・1336 / kikaku@city.naruto.i-tokushima.jpお問い合わせ/お申し込み先

①足洗い場で足を洗ってから入浴してください。
②食事の直前直後、飲酒後の入浴は避けてください。
③酩

め い て い

酊状態での入浴は避けてください。
④過度の疲労時や運動後30分程度の間は体を休めて
　から入浴してください。
⑤脱水症状を避けるため、水分を補給してください。
⑥浴槽水の清潔を保つため、浴槽にタオルなどを入れ
　ないでください。
⑦他の利用者の迷惑となる行為は慎んでください。

足湯使用時の注意事項

※写真は工事途中のものです。

▼足湯の愛称募集 ♨♨♨
　市では、市の玄関口であるＪＲ鳴門駅前の足湯を、
観光客や市民の皆さんに親しみをもってご利用いただ
けるよう、足湯の愛称を募集しています。市のイメージ
アップにつながるような素敵な名前をご応募ください。

【応募方法】はがきに愛称と愛称の由来、住所、氏名、
　年齢、電話番号、メールアドレスを記載の上、市役
　所戦略企画課へ。

【源　泉】自然温泉　あらたえうずしおの湯
【泉　質】カルシウム・ナトリウム－塩化物冷鉱泉
※足湯用駐車場がないため、お車でのご来場はご遠慮ください。
　拭き取り用のタオルはご持参いただくか、施設内で１枚100
　円で購入できます。

利用料 無料 開館時間 午前９時～午後５時

毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌火曜日）、
12月29日～１月３日
※７月２日（月）は臨時に開館します。

ほ
っ
と

、ひ
と息

休館日
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　鳴門市チャレンジデー2018が５月30日、市内各所で開
催されました。今年で９回目の参加となる本市は、「コウノ
トリダービー」と銘打って日本で最後の野生コウノトリの生
息地として有名な兵庫県豊岡市との対戦を行い、運動参
加率を競いました。
　当日は、鳴門市スポーツアドバイザーの里崎 智也 氏が
応援に駆け付け、会場を盛り上げました。また、「第九」と「コ
ウノトリ」を主題とした展示会やコウノトリおもてなしレンコ
ン、第九グルメの無料券が当たる抽選会が市民会館で行
われたほか、その他の会場でもさまざまなプログラムが行
われ、37,235人が気持ちのいい汗を流しました。
　対戦結果は、惜しくも敗れてしまいましたが、このチャレ
ンジデーをきっかけに、これからも健康づくりや地域のコ
ミュニティづくりのため、継続して運動やスポーツに取り組
みましょう。

鳴 門 市 豊 岡 市
人　口　58,543人 人　口　83,083人 

参加率　63.6％（37,235人） 参加率　77.9％（64,759人）

対戦
結果

※人口は２月１日現在。 勝利
！

鳴門市チャレンジデー2018

「第九」アジア初演100周年記念事業

会場を訪問した里崎さん 激しい運動のZumba®

問 市役所スポーツ課 ☎088・684・1300

① ② 
　
今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

「
Ｔ
字
バ
ラ
ン
ス
レ
ッ
グ

リ
フ
ト
」で
す
。
片
足
で

立
つ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
大

切
で
す
。
こ
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
は
、
お
腹
の
中
に

あ
る
大だ

い
よ
う
き
ん

腰
筋
、
上
半
身
を

支
え
る
お
尻
の
大
で
ん

筋
、
姿
勢
を
良
く
す
る
脊せ

き

柱ち
ゅ
う
き
り
つ
き
ん

起
立
筋
を
同
時
に
鍛
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
鍛
え
る
こ
と

に
よ
り
、
接
触
プ
レ
ー

な
ど
が
あ
る
ス
ポ
ー
ツ

を
行
う
場
合
で
も
転
び
に

く
い
体
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
転
倒
に
注
意
し
て
無
理

の
な
い
範
囲
で
行
い
ま

し
ょ
う
。

おうちで

バ
ラ
ン
ス
向
上
に

「
Ｔ
字
バ
ラ
ン
ス
レッ
グ
リ
フ
ト
」

vol.4

KOBA★トレ

健康づくりコラム
Training 4

KOBAスポーツエンターテイメント株式会社
いば整骨院 （KOBAトレ認定トレーナー在籍）

「Ｔ字バランスレッグリフト」

協力

一般から
スポーツ
選手まで

※左右交互に複数回行うと効果的です。

①
②

脚を骨盤の幅に広げて立つ。横から見た
ときに耳、肩、腰、膝、足首が一直線に
なる姿勢を保つ。

片足の膝をへその高さまで引き上げ、
同時に両手を左右に開き、肩の高さま
で上げて３秒キープする。

鳴門市まちづくりアドバイザー

プロトレーナー 木
こ

場
ば

克
か つ

己
み

 さん
監修

問 

市
役
所
戦
略
企
画
課

　 

☎
０
８
８・６
８
４・１
６
２
２

鳴門リレーマラソン
〜42.195kmをみんなで走り、絆を深め、感動を分かちあう！〜 問 市役所戦略企画課

　 ☎088・684・1013

4

【場　所】 鳴門教育大学キャンパス内
　　　　 （周回コース：１周約1,055㍍×40周）

【参加費】 一般2,700円、大学・高校生2,000円、中学生以下1,500円
※人数分の参加費が必要です。

【対　象】 １人でコース１周を走ることができる健康な男女
　　　　 （１チーム５人～20人）

【募集期間】 ７月2日（月）正午～８月24日（金）
※先着71チーム（予定）

【申し込み】 インターネット専用ページから申し込んで
　ください。http://class-match.net/naruto/entry

10月７日（日）
受付：午前８時40分〜／スタート：午前10時〜日 時

参加者募集



コウノトリのひなの愛称が決まりました
ひな２羽の特別住民票配布・ひなの愛称に係る表彰式

６月１日

▼  コウノトリのひな２羽の特別住民票を配布します

　昨年に続き、今年３月13日に本市で誕生したコウノトリのひ
な２羽に対し、６月１日付けで本市の「特別
住民票」を交付し、新たに「鳴門市民」となりま
した。
　この特別住民票を２羽１セットで100人の方
に無料配布しますので、ご希望の方は下記の
応募方法に沿ってご応募下さい。

【問・応募方法】
　７月18日（水）までに、はがきに住所、氏名、年齢、電話番
号および「コウノトリ特別住民票配布希望」と記載の上、市役所
農林水産課（〒772・8501　撫養町南浜字東浜170 ☎088・684・
1183）までご応募下さい。
※応募が多数の場合は抽選とさせていただきますのでご了承下
　さい。

▼  コウノトリのひなの愛称に係る表彰式を開催しました

　６月８日、コウノトリのひな２羽の愛称について、採用作品
を応募いただいた方を対象とした表彰式を開催しました。
　当日は、「百

もも
」の名付け親の小川 良幸 氏と青木 ふさ江 氏、

「歌」の名付け親の小林 ドューリッチ とも子 氏の３人の方にご
出席いただき、表彰状を授与した後にコウノトリに関するさまざ
まなご意見、ご要望をいただきました。

①：コウノトリのひなの特別住民票
②：泉市長からそれぞれ表彰状を受け取りました
③：出席した受賞者との記念写真

① ②

③

　５月27日、大代分団詰所の建て替え工事完
了に伴い、消防団員や関係者ら約50人が出席し、

「鳴門市消防団大代分団詰所落成式」が行われま
した。この建て替えは、併設していた大津中央
公民館の耐震化工事に伴
い、大規模災害時にも地
元消防団の活動拠点とし
て使用できるよう整備し
たものです。

大代分団詰所落成式消防
施設

　６月17日、成稔幼稚園で園舎部分の工事終了に
伴い「成稔幼稚園園舎改築工事落成式」が行われ、
同園関係者ら約110人が出席しました。この工事は、
施設の耐震化と教育環境の充実を目的に行われた
もので、同式では、園児
が関係者らにお礼と感謝
の思いを込めて、園歌と
第九の斉唱などを行いま
した。

成稔幼稚園園舎の改築を祝う落成式

　５月23日、海外に日本の魅力を紹介するフェイス
ブック「ジャパンオールド」を運営する株式会社DMoX
と、多言語通訳機能を持つタブレット端末を扱う
NIPPON Tablet株式会社と連携協定を締結しまし
た。市は、両社と連携し、
外国人誘客の態勢強化を
図ることとしています。両
社と協定を結ぶ自治体は
四国で初となりました。

外国人誘客の態勢強化協定
締結

　５月25日、鳴門ガス株式会社から同社の創業50
周年にあわせて50万円が市に寄付されました。同
社からの寄付は、今回で19回目、総額610万円。
また、これまでの同社の地域貢献活動に対し、市
より中岸社長に感謝状が
贈呈され、中岸社長は「こ
れからも少しでも地域の
お役に立ちたい」と話して
いました。

防災対策事業へ寄付寄付・寄贈
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▼有料広告

健　康
クリーニングの

☎088-686-0585
本店：鳴門市撫養町斎田浜端南98

※会員割引を含みます。※当店通常価格よりの割引となります。 他のサービスとの併用は不可となります。

7月の
サービス

自分のお葬式を考えておくことは
人生のゆとりだと思う

もち吉

信用金庫

40
%OFF%OFF

ダウン
ウェア

7月7月

期間中は毛布・布団が
お得！

2020%OFF%OFF%OFF%OFF3030%OFF%OFF%OFF%OFF
8月～9月8月～9月

お部屋探しや土地建物の売買は

株式会社
http://www.tokyofudousan-tokushima.com

0120-685-141

鳴門店へ！鳴門店へ！

汗抜き加工
半額

※加工代のみ半額となります。
　クリーニング代は半額に
　なりませんのでご了承下さい。
※特殊品は除きます。

HPは
こちら!!

鳴門市鳴門町土佐泊浦字高砂205-29   TEL.088-687-1234

七夕
ところ：鳴門山上病院 5階 老健デイルーム

恒例の七夕祭りの季節になりました。
今年は新病院５階に会場を移し、ボランティア団体

「さわやかクラブ」による楽しいイベントが皆様を
お待ちしています。ぜひご来場ください。

5月１日新病院オープン！5月１日新病院オープン！

開催
日時
7/14㈯
13:30～14：30

祭りの
　お知らせ

2018年（
平

成
30年

）７
月

１
日

発
行

　
通

巻
807号

編
集・発

行
　

市
役

所
秘

書
広

報
課

撫
養

町
南

浜
字

東
浜

170　
☎

 088・684・1118

世
帯

数
 

26,450世
帯（

+27）
人

　
口

 
58,206人

　（
−30）

（
　

）の
数

値
は

前
月

比
　

※
平

成
30年

５
月

31日
現

在

■
出

　
生

 
男

 14人
 

女
 19人

■
死

　
亡

 
男

 30人
 

女
 26人

■
転

　
入

 
男

 47人
 

女
 69人

■
転

　
出

 
男

 52人
 

女
 71人

介護する家族の気持ちを
少しでも和らげたい

「
相
談
に
来
る
方
に
は
、
必

ず
掛
け
る
言
葉
が
あ
る

ん
で
す
。
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
来
る
ん
は
勇
気
が
い
っ
た
で

し
ょ
う
。
ほ
れ
と
帰
り
に
、
ま
た

来
て
く
だ
さ
い
ね
っ
て
。
帰
る
こ

ろ
に
は
、
全
部
出
し
た
ー
っ
て
顔

で
、
み
ん
な
す
っ
ご
く
ニ
コ
ニ
コ

し
て
ま
す
」。

　
松
本
さ
ん
は
、
平
成
27
年
１

月
、
認
知
症
の
母
親
を
亡
く
し
ま

し
た
。
亡
く
な
る
前
の
１
年
間
、

在
宅
で
介
護
を
行
い
、

ど
う
対
応
し
て
い
い

か
分
か
ら
ず
、
一
人

で
孤
独
感
を
味
わ
っ

た
そ
う
で
す
。

「
相
談
し
た
く

て
も
、
相
談
先

が
な
い
。
介
護

は
本
当
に
大
変
。

一
人
で
は
も
た

な
い
ん
で
す
。
心
の
ケ
ア
が

必
要
。
そ
の
当
時
か
ら
、
介

護
す
る
家
族
の
相
談
窓
口
を

作
ろ
う
と
思
っ
て
ま
し
た
」

と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
同
年
７
月
、
鳴
門
市
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
共
に
活
動
し
て
き
た
有

志
が
集
ま
り「
鳴
門
市
介
護
者
家

族
の
会
」を
発
足
。

　
以
降
、
毎
月
第
２・
４
火
曜
日

に
鳴
門
ふ
れ
あ
い
健
康
館（
旧
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）２
階
で
介
護

に
悩
む
家
族
か
ら
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
訪
れ
る
家
族
の
相
談
内
容
は
、

長
期
間
の
介
護
疲
れ
や
認

知
症
の
対
応
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
解
決
が
困
難
な
こ

と
も
多
い
そ
う
で
す
。

「
全
て
を
解
決
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
で
も
、
い
つ
ま

で
介
護
が
続
く
の
か
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
。
こ
の
不

安
を
払
拭
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
ま
す
。
介
護
は
恥
ず
か

し
い
こ
と
で
は
な
い
ん
で

す
。
社
会
で
支
え
て
い
く
も

の
。
少
し
で
も
お
役
に
立
て

ば
」。

　
同
じ
苦
し
み
や
痛
み
を
経
験
し

た
松
本
さ
ん
は
、
よ
き
理
解
者
と

し
て
介
護
者
家
族
の
気
持
ち
に
い

つ
も
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。

鳴
門
ゆ
か
り
の
輝
く

File.34 鳴門市介護者家族の会  会長
 松 本  久 和 子  さん ［ 弁財天 ］
　まつもと・くわこ。1949年撫養町弁財天生
まれ。製薬業に従事後、50歳を前に仕事を退
職。平成10年から民生委員・児童委員を務
め、16年に撫養東部地区民児協会会長に、25
年に鳴門市民生委員児童委員協議会会長に
就任。27年７月、認知症の母親を介護した経
験が少しでも地域のためになればとの思いで

「鳴門市介護者家族の会」を発足。

　「鳴門市介護者家族の会」へのお問い合わ
せは基幹型地域包括支援センター（☎088-
615-1417）へ。
●定期相談会

【日時】毎月第２、４火曜日 午前10時～午後３時
【場所】鳴門ふれあい健康館２階　
●「介護者家族」のつどい

【日時】毎月第３金曜日 午後１時～３時
【場所】介護予防・多世代交流サロン
　　　（林崎保育所内）　

地域住民に寄り添い
地域福祉の向上に貢献Matsumoto

Kuwako
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